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戻る  次へ

研究課
題

実
施
期
間

合計金額
（千円）

主任研
究者所
属施設

氏名

(1)　専門
的・学術
的観点

ア　このテー
マで、すで
に分かって
いること

イ　本研究で
加えられた
こと

ウ　本研究成
果の専門
的・学術的
意義

(2)　行政的
観点（※
１）

・　期待さ
れる厚生
労働行政
に対する
貢献度
等。

(3)　その他
の社会的イ
ンパクトな
ど（予定を

含む）

発表状況
特
許

施
策

(4)　普及・啓発活動件数 研究事業名原著
論文

(件)※
２

そ
の
他
論
文

(件)

口
頭
発
表
等

(件)

特
許
の
出
願
及
び
取
得
状
況

反
映
件
数
※
３

社会福
祉サー
ビス利
用契約
の法的
研究

平
成
14-
16
年
度

11,200 東京大
学大学
院法学
政治学
研究科

岩村正彦 (ア)福祉サー
ビス利用契約
については法
的研究は皆無
に等しい。
(イ)ドイツ・
フランス・ス
ウェーデンに
おける福祉サ
ービス利用の
法制度(一般
には契約)を
解明するとと
もにわが国の
現行制度の状
況と問題点を
明らかにし
た。(ウ)これ
まで社会保障
法学ではほと
んど注目され

福祉サービ
ス利用契約
については
介護保険・
支援費制度
に関する厚
生労働行政
では必ずし
も十分に検
討されてい
るとは言い
難いが、こ
の研究をベ
ースに今後
契約をめぐ
る問題点に
ついて制度
設計のあり
方を含め、
政策形成に
反映される

　 3 2 1 0 0 　 政策科学推
進研究
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てこなかった
福祉サービス
利用契約につ
いて本格的な
比較法的研究
を行い、それ
をもとにわが
国の制度につ
いて考察を加
えた。

ことが期待
される。

介護サ
ービス
の利用
に伴う
高齢者
の経済
的負担
に関す
る実証
研究－
立案さ
れた介
護サー
ビス計
画の経
済学的
検討

平
成
14-
16
年
度

32,400

長寿医
療セン
ター包
括診療
部

遠藤英俊

（ア）高齢者
の介護サービ
スの利用は月
額約２０、０
００円強程度
であり、ケア
マネジメント
から導かれる
介護サービス
とは乖離がみ
られる（イ）
介護サービス
の利用には地
域特性、利用
者・介護者の
意識、居宅介
護事業者の特
性が加味され
る必要がある
（ウ）年齢、
要介護度の変
化は介護サー
ビスの利用量
を増加させる
重大な因子で
ある

介護費用の
増大に対し
て介護サー
ビスは必要
かつ効率的
な利用が期
待される。
今後の政策
において介
護予防や地
域支援事業
における要
介護の悪化
の防止対策
が重要であ
る。本研究
はこの政策
に対する理
論的根拠の
一つとな
る。

今後の本研
究のさらな
る分析によ
り、論文・
講演等の発
表の機会を
求める

4 1 3 0 0 30以上
政策科学推
進研究

韓国・
台湾・
シンガ

平
成
14-

17,200 国立社
会保
障・人

小島　宏 （ア）アジア
NIESでは出
生率が急低下

欧米諸国以
上に少子化
が進むNIES

日本経済新
聞朝刊
（2004年７

5 4 13 0 0 5(公開講演会、公開ワークショップ、公開シンポジウム） 政策科学推
進研究
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ポール
等にお
ける少
子化と
少子化
対策に
関する
比較研
究

16
年
度

口問題
研究所

している。
（イ）本研究
開始時点では
NIESの出生
率がわが国よ
りも高かった
が、当初、予
想したとお
り、わが国よ
り低くなった
し、低出生率
の要因もわが
国と類似する
ものが少なく
ないことが明
らかになっ
た。（ウ）外
国人研究協力
者の寄稿論文
５本が2003
年６月に当研
究所のウェッ
ブジャーナル
（Japanese
Journal of
Population）
に掲載された
が、欧米でも
類似の研究が
ほとんどない
ことから国外
でしばしば引
用されてい
る。また、国
内のさまざま
な分野の社会
科学系研究者
から報告書の
送付依頼があ
ることからみ

諸国の実情
と対策に関
する情報を
提供でき
た。一例と
しては少子
化を特集し
た「2003～
2004海外情
勢報告」に
資料提供し
たことが挙
げられる。
また、最終
報告書に掲
載された韓
国の地方自
治体の少子
化対策に関
する報告は
わが国にお
ける地方自
治体レベル
の少子化対
策に関する
ガイドライ
ン作成等に
役立つ可能
性がある。

月26日）の
アジアNIES
少子化に関
する記事に
協力した
後、他の新
聞等でもア
ジアの少子
化に関する
記事が掲載
されるよう
になった。
また、関連
するテーマ
での取材も
増えたし、
通商産業省
による通商
白書作成準
備のための
ヒアリング
も受けた。
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て、先駆的で
オリジナルな
研究であった
と言える。

少子化
の新局
面と家
族・労
働政策
の対応
に関す
る研究

平
成
14-
16
年
度

60,600

国立社
会保
障・人
口問題
研究所

高橋重郷

（ア）晩婚・
非婚化と夫婦
出生力低下が
少子化の要因
であること
（イ）少子化
の人口学的過
程、女性就業
と出生力なら
びに政策効果
の検証、なら
びにシュミレ
ーションによ
る機会費用と
出生率変化を
確認（ウ）研
究成果が出版
され反響を得
た。

家族・労働
政策を進め
る上で、よ
り柔軟な女
性雇用の仕
組みを進め
ること。あ
わせて育児
支援をより
拡大し、女
性の機会費
用を引き下
げる施策が
必要であ
る。研究結
果はそのよ
うな施策の
学術的根拠
をを与え
る。

少子化問題
を広く専門
的に明らか
にし、少子
化対策にか
かわる国民
的合意形成
に貢献して
いる。H１
６年度には
研究普及の
ために厚生
政策セミナ
ー（社人研
主催）を開
催する。

31 　 28 0 　 　
政策科学推
進研究

サービ
ス利用
モデル
を用い
た給付
実証分
析によ
る介護
保険政
策評価
研究

平
成
14-
16
年
度

12,700 筑波大
学人間
総合科
学研究
科

田宮菜奈子 ア　わが国で
は実証データ
による研究は
乏しかった
イ　家族介
護・経済状況
がケアのあり
方に果たして
いる役割が具
体的に明らか
になった。
ウ　実証デー
タで、高齢者
ケアに関する
社会経済要因

介護者支援
の重要性を
データで示
し、ドイツ
のぐたい例
も紹介し、
今後のわが
国の介護保
険見直しに
参考になる
と思われ
る。

性差医学・
医療研究会
での学術講
演に招か
れ、家族の
役割とケア
の重要性を
本研究デー
タに基づき
講演したと
ころ取材依
頼や関連執
筆の依頼が
多くインパ

3 25 20 　 　 　 政策科学推
進研究
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の重要性を実
証できたこ
と。ドイツ介
護保険の介護
者支援につい
て明らかにな
ったこと

クトが大き
かった。

確定拠
出年金
制度の
運用実
態に関
する調
査研究

平
成
14-
16
年
度

29,800 （社）
生活福
祉研究
機構

田村正雄 (ア)先行する
米国調査から
は、以下のよ
うな中小企業
への普及を図
る上での問題
点が指摘され
ていた。大規
模な年金スポ
ンサー（母体
企業）がＤＣ
プランを加入
員に提供する
場合、規模の
メリットに応
じて、加入者
１人当たりの
コストを抑え
ることができ
る。また、固
定費が存在し
ているだけで
なく、規模の
大きいプラン
への優遇も存
在している。
また、一般的
に、年金プラ
ンの規模が大
きくなると、
絶対額での投
資関連費用は

確定拠出年
金制度にお
ける投資教
育のあり方
について、
「意欲・知
識などの２
極分化へど
う対応する
のか」、
「費用対効
果などから
みて、効果
的な投資教
育をどう工
夫していく
のか」、
「投資教育
の理解度と
成果をどう
把握するの
か」といっ
た課題を分
析すること
により、運
営管理機関
との協力体
制のあり方
や、効果的
な投資教育
の具体策、
そして投資

確定拠出年
金という制
度と適正な
投資教育と
いうものが
セットにな
れば、加入
者の資産形
成に確実に
寄与するこ
とで、彼ら
の老後生活
を豊かに、
かつ安定し
たものにで
きる。あわ
せて、勤
労・就労所
得と資産所
得のバラン
スをとるこ
とを可能に
し、金融・
株式市場を
下支えする
「賢い投資
家」の養成
にも繋が
る。

8 1 6 0 0 8 政策科学推
進研究
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増えるが、経
費率・加入者
一人当りの費
用は減少す
る。全体とし
て、大規模プ
ランは広範囲
な低コスト・
オプションを
享受できる。
（イ）ＤＣプ
ランの費用の
負担者と手数
料・費用の実
態を明らかに
した。１人当
たりの費用を
規模別に見る
と、明らかに
スケール・メ
リットが働い
ており、初期
費用について
は小規模プラ
ンで相対的に
重い負担にな
っている。ま
た、初期費用
に比較して、
維持管理・継
続費用のスケ
ール・メリッ
トが顕著であ
る。投資教育
業務では、初
期費用は主に
事業主・企業
負担、維持管
理・継続費用
にあたる個別

教育におけ
る官民の協
力体制、な
どについて
知見を得
た。こうし
た知見の一
部を「投資
教育に関す
るガイドラ
イン」作成
に活かすこ
とができ
た。
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サービス費用
は加入者負担
になる。こう
した費用につ
いては、スケ
ール・メリッ
トは見られ
ず、サービス
内容と費用・
手数料に相関
があることが
考えられる。
そして、資産
運用に関する
理解度は、個
人の属性に依
存し、積極的
な投資教育
は、投資リス
クの理解や分
散投資につな
がっている。
（ウ）資産運
用に関する個
人行動の分析
をし、投資教
育の項目別理
解度、理解度
と投資行動の
関係、そして
事業主側の投
資教育体制と
の関連性を明
らかにした。
この成果は学
会や研究会で
の発表で大い
に関心を呼ん
だ。
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「世代
とジェ
ンダ
ー」の
視点か
らみた
少子高
齢社会
に関す
る国際
比較研
究

平
成
14-
16
年
度

78,400 国立社
会保
障・人
口問題
研究所　
人口構
造部

西岡八郎 （ア）先進諸
国間にみられ
る少子化の水
準の違いは各
国固有の世
代・ジェンダ
ー関係が影響
を及ぼしてい
る。（イ）本
研究はパネル
調査の実施を
企図してお
り、パネルデ
ータの分析に
よって研究の
意義が深ま
る。パネル調
査を実施して
いない段階で
得られた知見
は、日本で
は、北西欧諸
国に比べ、
様々な面で男
女間のジェン
ダー・ギャッ
プが大きいと
いう特徴が明
らかになり、
そのことが少
子化に直結す
る家族形成行
動、出生行動
にも影響を及
ぼしているこ
とが明らかに
なった。
（ウ）本プロ
ジェクトは少

多くの先進
諸国は人口
置換水準を
下回ってい
るが仔細に
観察する
と、lowest
low fertility
countries,
lowfertility
countries
と少子化の
レベルに国
家間の差が
みられる。
国際比較の
ミクロデー
タを中心と
する分析か
ら、少子化
の程度に差
が生じてい
る要因、背
景分析、対
策に関する
情報を提供
できた。今
後、本研究
をパネル調
査として継
続、発展さ
せることに
より、さら
に日本にお
ける有効な
少子化対策
を提示でき
る。

読売新聞の
2004年2月
17日付朝刊
に、本プロ
ジェクトで
実施した国
際比較調査
について、
親子関係や
夫婦関係が
少子化に及
ぼす影響を
国際比較の
観点から探
る調査とし
て、「海外
先進諸国共
通の要因と
日本独特の
要因を比較
すること
で、今後の
少子化対策
につなが
る」調査
で、「この
分野の多国
間の比較調
査はほとん
ど例がな
い」と、調
査実施への
期待が掲載
されてい
る。調査結
果について
も近々同紙
に掲載予定
であり、本

9 2 2 0 0 ＊HP立ち上げ予定(2005) 政策科学推
進研究
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子高齢化の要
因を「世代と
ジェンダー」
の視点、国際
比較の視点か
らミクロデー
タ（パネルデ
ータ含む）、
マクロデータ
を利用して分
析するもので
類似の研究は
みられない。
先駆的でオリ
ジナルな研究
であるといえ
る（ミクロデ
ータを得るた
めの国際比較
調査は国連ヨ
ーロッパ経済
委員会
（UNECE)が
企画したもの
であり、本プ
ロジェクトで
は企画段階か
ら参加してい
る）。

プロジェク
トへの関心
の高さが伺
われる。

かかり
つけ医
の診療
プロセ
スとア
ウトカ
ムに関
する研
究

平
成
14-
16
年
度

15,200 京都大
学大学
院医学
研究科

福原俊一 (ア)かかりつ
け医のわが国
におけるこれ
までの貢献
(イ) かかりつ
け医の診療の
質測定評価方
法
(ウ) 医療の質
を評価する指

医療の質を
標準化し改
善すること
によっても
たらされる
国民レベル
の健康アウ
トカムへの
影響および
医療経済的

21世紀の我
が国におい
てかかりつ
け医に求め
られる新し
い役割、新
しい役割機
能を果たす
際に求めら
れる医療の

54 22 12 0 0 0 政策科学推
進研究

2024/12/10 14:05 厚生労働省：第２５回厚生科学審議会科学技術部会の資料について

https://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/06/s0623-6/03f-01.html 9/75



標の開発と検
証、指標を用
いた評価方法
について一定
の成果をあげ
た。

な節約効果
をしミュレ
ーションに
よって明ら
かにした。

質の標準化
によって期
待されうる
国民レベル
のアウトカ
ムへのイン
パクトを示
した。

少子化
日本の
子産
み・子
育てに
おける
ジェン
ダー構
造に関
する研
究

平
成
15-
16
年
度

7,700 東京都
立大学
人文学
部

石原邦雄 （ア）現代日
本における子
産み・子育て
の実態や意識
にみられるジ
ェンダー構造
は、男性は稼
得役割責任
を、女性は育
児役割責任を
という従来の
性別役割規範
の存在を強く
示唆する。未
婚者の結婚意
向や子どもを
もつ希望にも
影響をあたえ
ており、性別
役割規範を受
容することが
結婚出産を促
進するという
構造は、社会
文化的趨勢と
は明らかに対
立している。
（イ）高学歴
者を中心に結
婚意向や子ど
もをもつ希望

今回構築し
た基盤デー
タを広く公
開し、利用
に提供する
ことで、今
後の行政研
究での実証
的な活用が
期待され
る。

基盤データ
は2006年を
目途に東京
大学社会科
学研究所Ｓ
ＳＪＤＡを
介して公開
する予定で
ある。

0 11 0 0 0 　 政策科学推
進研究
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が表明されて
いる。結婚・
子産み・子育
て資源がより
利用可能な環
境にあると仮
定すれば、そ
うした手段を
もたない階層
への重点的な
施策が求めら
れる。（ウ）
全国標本調査
にもとづく子
産み・子育て
に関する基盤
データを構築
し、今後公開
利用に提供し
ていくこと
に、強い期待
が寄せられて
いる。

社会保
障にお
ける少
子化対
策の位
置付け
に関す
る研究

平
成
15-
16
年
度

12,000 国立社
会保
障・人
口問題
研究所

勝又幸子 （ア）少子化
が世代間の
様々な援助関
係や家族関係
に影響を与え
ていること。
（イ）世代間
の経済的援助
関係や世話的
援助関係は必
要（ニーズ）
に関係してい
るというよ
り、成人子と
老親の関係の
密接さに影響

子育て支援
に対する期
待は若い世
代ほど公的
な機関に向
けられてい
る一方、高
齢者では家
族が担うべ
きとの考え
方が強く、
世代間に意
識の差があ
る。この世
代間の意識
の差を踏ま

シックスポ
ケットとよ
ばれる祖父
母世帯から
孫世帯への
経済的移転
の規模がは
じめて調査
によって明
らかになっ
た。

0 2 1 0 0 2 政策科学推
進研究
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されている。
妻（成人娘）
と老両親との
援助関係は夫
と老両親との
それよりも密
接で頻繁であ
る。（ウ）経
済的援助関係
と老親の所得
水準に関係が
認められるこ
となど、生前
贈与や資産関
係についても
明らかにし
た。

えながら、
社会的な子
育て支援と
家族・世代
間の支援関
係をいかに
調和させて
いくかが、
限りある社
会的資源を
有効に使っ
た少子化対
策の有効な
方法だと考
えられる。

年金制
度の長
期的な
制度体
系のあ
り方に
関する
研究

平
成
15-
16
年
度

11,100 （財）
年金総
合研究
センタ
ー

同左 （ア）平成１
６年の年金制
度改正を、恒
久的に継続可
能な年金制度
構築のための
第一ステップ
と位置づけて
いる。（イ）
制度の現状と
先行き、主要
先進国の年金
改革との比較
を実施し、さ
らに新たな体
系案における
給付水準シミ
ュレーション
も実施して検
証した。
（ウ）中立的
な研究機関に

公的年金制
度の所得比
例一本化・
NDC化に対
する検討・
評価は、厚
生労働行政
に対して一
定の情報提
供をなし得
たものと考
える。

　 1 2 4 0 0 1 政策科学推
進研究
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よる現行制度
の検証や今後
の体系案導出
については一
定の評価が得
られると考え
る。

研修医
マッチ
ング初
年度参
加主体
の意識
調査と
その行
動分析

平
成
16
年
度

2,800 学習院
大学　
経済学
部

和光　純 （ア）我国の
研修医マッチ
ングは平成15
年に開始され
た新制度であ
り、第三者に
よる参加者の
意識行動調査
実例は少な
い。（イ）研
修医マッチン
グ事業は、研
修希望の新医
師のジョブマ
ッチングの自
由度を増加さ
せ、公正さを
維持する分か
り易い手続き
により、研修
医・研修病院
の負担を軽減
すると認識さ
れていると考
えられる。平
成15年の初回
実施時は情報
供給が十分で
はなかった
が、十分に改
善可能であ
る。（ウ）本

新医師臨床
研修制度を
支援するた
めに平成15
年より始ま
った研修医
マッチング
は、我国の
臨床研修体
制の改革、
ならびに、
新労働市場
創設の観点
からもその
定着を目指
す意義が大
きい。今回
の調査から
は、研修医
マッチング
が順調に定
着して行く
のではない
かと思われ
る。また、
医師臨床研
修マッチン
グ協議会に
よる精力的
な情報供給
の向上によ
り、本制度

新医師臨床
研修必修化
は社会的に
大きなイン
パクトを持
っていると
思われる。
一方、それ
を支援する
研修医マッ
チングは、
現状では順
調に進んで
いると思わ
れる。この
意味では、
本調査の社
会的インパ
クトは現時
点では強く
ないかもし
れない。し
かし、マッ
チング制度
がうまく定
着しなけれ
ば、臨床研
修に大きな
障害が出る
ため、マッ
チング参加
者の行動調

0 0 0 0 0 0 政策科学推
進研究
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調査は、時間
を経ると採取
困難な初回時
の記録となる
と思われる。

は、より明
瞭なマッチ
ング制度に
なりつつあ
る。今回の
調査によっ
て得た結果
は、あくま
で初回時の
記録の１つ
として、今
後の参照点
の１つにな
ればよいと
思われる。

査は定期的
に必要と思
われる。

戦後日
本の健
康水準
の改善
経験を
途上国
保健医
療シス
テム強
化に活
用する
方策に
関する
研究

平
成
14-
16
年
度

21,000 大阪大
学大学
院人間
科学研
究科

中村安秀 （ア）わが国
における戦後
の健康水準の
改善経験を途
上国に活かす
ことのニー
ズ。
（イ）徹底し
た現場主義と
自己裁量権、
セクターを越
えた協働、受
益者からの
Appreciation
という評価軸
など、途上国
に応用可能な
要因が見出さ
れた。
（ウ）学会や
ODA機関が、
日本の経験を
途上国保健医
療システム強

厚生労働省
大臣官房国
際課・国際
協力事業評
価検討会で
の審議で、
本研究班の
成果である
日本の経験
を活用する
ことが言及
される。外
務省委託調
査の「ミレ
ニアム開発
目標（妊産
婦死亡率の
低減）に向
けた日本の
援助のあり
方に関する
調査」に反
映。JICA
「保健医療

本研究班の
成果は、第
19回日本国
際保健医療
学会ワーク
ショップ
「母子保
健：日本の
経験を国際
協力に活か
す」（2004
年10月）、
第63回日本
公衆衛生学
会自由集会
「公衆衛生
に国境はな
い」におい
てまとまっ
た形で発表
された。ま
た、2004年
12月の「第
４回国際母

1 10 34 0 5 4 社会保障国
際協力推進
研究
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化に活用する
機運が高まっ
たのは、本研
究班による大
きな社会的イ
ンパクトであ
った。

分野課題別
支援委員
会」におい
て、日本の
経験を活用
することが
反映。JICA
「結核対策
リーダーシ
ップ研修コ
ース」にお
いて、本研
究班の成果
を反映。
JICA「イン
ドネシア母
子手帳研修
コース」に
おいて、本
研究班の成
果を反映。

子健康手帳
シンポジウ
ム」（タ
イ・マヒド
ン大学）に
おいて、本
研究班の成
果が高く評
価された。
JICA広報誌
「クロスロ
ード」の連
載「途上国
ニッポンの
知恵」は大
きな反響を
呼んだ。

紛争後
の復興
開発と
平和構
築に対
する保
健医療
活動の
役割に
関する
研究

平
成
14-
16
年
度

14,200 名古屋
大学大
学院医
学系研
究科

青山 温子 (ァ)開発途上
国の紛争とそ
の復旧支援で
は、常に保健
医療援助が行
なわれる。し
かし、緊急人
道援助は、本
質的に一時的
救命的で、そ
の後の長期開
発支援とは整
合性を持たな
い。また、紛
争再発防や平
和構築など長
期的視点での
計画との連携

研究成果に
基づいて、
厚生労働省
国際協力事
業評価検討
会にて、今
後の日本の
政府開発援
助(ODA)に
おける保健
医療分野の
方向性や必
要とされる
人材等につ
いて提言し
た。研究者
が関与する
大学などで

外務省ODA
総合戦略会
議にて、研
究成果に基
づいて提言
し、ODA中
期政策、パ
キスタン国
別援助計画
等の内容に
反映させる
よう努め
た。国際協
力機構
(JICA)事業
評価委員
会、アフガ
ニスタン・

1 38 19 0 6 36 社会保障国
際協力推進
研究
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も行なわれて
こなかった。
(イ)紛争国で
は、緊急期か
ら中長期的展
望をもった人
材養成が必要
であり、保健
医療分野や、
地域住民の参
画しうる保健
医療活動を通
じての、地域
社会再建と住
民レベルでの
和解促進が必
要である。特
に、人間の安
全保障の観点
から、復興期
には社会的弱
者への配慮が
重要である。
(ウ)保健医療
分野の紛争後
復興支援は、
人道的観点か
らの保健医療
サービス供給
に留まらず、
和解と平和構
築を促進する
重要な手段と
なることか
ら、今後の紛
争後国に対す
る緊急期から
復興期にかけ
ての保健医療
分野支援の具

は、成果を
踏まえて、
ODAによる
国際保健医
療協力に今
後必要とな
る人材を育
成してい
る。

カンボディ
ア・パキス
タンに関す
る委員会に
て、研究成
果に基づい
て意見を述
べた。さら
に、平成17
年度JICA客
員研究員と
して、紛争
後国の保健
医療分野支
援のあり方
について調
査研究を進
めて提言を
まとめる予
定である。
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体的方向性を
示したという
意義がある。

システ
ムの質
の評価
と途上
国の保
健医療
システ
ム強化
支援の
あり方
に関す
る研究

平
成
14
－
16
年
度

12,700 東北大
学大学
院医学
系研究
科

上原鳴夫 (ア)地域保健
医療システム
の質評価と改
善に当たって
信頼できるデ
ータと情報シ
ステムの存在
が不可欠であ
るが、途上国
ではデータの
信頼性が乏し
く、根拠のあ
る政策形成が
困難となって
いる。
（イ）フィリ
ピンの地域保
健サービス情
報システムの
構造分析と改
善チームによ
るデータの質
評価調査を通
じて、指標設
定，データ収
集の方法、デ
ータ報告手順
の各問題点が
具体的に明確
になった。
（ウ）結果に
対する問題は
よく指摘され
るが、実際の
プロセスで質
不良をもたら

適正な質指
標と報告シ
ステムに求
められる特
性が明らか
になったこ
とで、途上
国に適した
指標の開発
と保健情報
システムの
設計、ひい
ては、根拠
に基づいた
政策形成に
貢献するも
のと期待さ
れる。　ベ
ンゲット地
域医務局は
同研究の知
見を参考に
して地域保
健情報シス
テムの改訂
を検討して
いる。

フィリピン
医療保険公
社要員と地
域行政官対
して参加型
実証的質改
善活動に関
する遠隔教
育を実施
し、同手法
の普及を援
ける計画を
検討中であ
る。

0 1 1 0 0 １（フィリピン医療保険公社が、参加型実証的質甲斐ｚ年活動（ＥＰ
ＱＩ）の教材を刊行し、医療関係者に配布した。）

社会保障国
際協力推進
研究

2024/12/10 14:05 厚生労働省：第２５回厚生科学審議会科学技術部会の資料について

https://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/06/s0623-6/03f-01.html 17/75



している要因
を具体的に明
示した点が新
しく、これを
通じて、質評
価の方法論
と、参加型実
証的質改善活
動の意義が確
認された。

わが国
の国際
協力を
担う国
内の人
材育成
及び供
給強化
並びに
キャリ
アパス
のため
に医学
教育が
果たす
べき役
割の研
究

平
成
15-
16
年
度

5,400 長崎大
学熱帯
医学研
究所　
社会環
境分野

溝田　勉 （ア）厚生労
働省所管の研
究・専門機関
で実施された
キャリア・パ
スを目的とし
た、人材育
成・研究者
数。
（イ）他省
庁、とりわけ
文部科学省所
管の大学や専
門機関で行わ
れてきた同上
目的のため
の、人材育
成・研修者数
および医学教
育の質的側面
ならびに欧米
先進国に見る
同一の諸点。
（ウ）これま
でに発表され
たものは統計
的データで数
量的側面が中
心であった。

行政的に活
用いただけ
ることを念
頭に置いた
共同研究で
ある。協力
研究者リス
トからも判
明するとお
り、外務・
文部両省や
JICA、JSPS
といった独
立行政法人
組織の行う
事業のうち
厚生労働省
が対応する
内容、とり
わけ国際協
力分野にお
いては必ず
や活用願え
るし、貢献
度は高いと
思慮する。

現在のとこ
ろ未知の部
分が多い
が、今後(1)
関連諸学会
で行うシン
ポジウムや
研究集会、
(2)専門家お
よび市民を
対象とし
た“国際協力
のための人
材派遣”イベ
ント開催の
際にマス・
メディアを
通じるアド
ボカシーの
機会は相当
数予想され
る。

5 3 5 0 　 5 社会保障国
際協力推進
研究
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本研究の場合
は(1)最新の
データを駆使
した、(2)質
的側面の研究
に重点を置い
た、(3)行政
施策に反映で
きる、の３点
が新たな成果
と言い得る。

レコー
ドリン
ケージ
を用い
た保健
医療福
祉統計
の有効
活用に
関する
研究

平
成
15-
16
年
度

7,009

藤田保
健衛生
大学　
医学部

橋本修二

（ア）レコー
ドリンケージ
の実施可能性
と有用性は、
保健医療福祉
の一部の統計
で知られてい
る。（イ）保
健医療福祉の
主な統計につ
いて、主なパ
ターンのレコ
ードリンケー
ジの実施可能
性と有用性を
広く評価し
た。（ウ）保
健医療福祉統
計におけるレ
コードリンケ
ージの役割と
課題の確立に
寄与した。

保健医療福
祉統計にお
いて、レコ
ードリンケ
ージを応用
するための
基礎資料と
なる。

保健医療福
祉統計の利
用範囲の拡
大や利用の
促進に資す
る。

0 0 1 0 0 1
統計情報高
度利用総合
研究

デー
タ・リ
ンケー
ジによ
る産業

平
成
15-
16

7,920 国立保
健医療
科学院
公衆衛

島茂 （ア）経済政
策・経済動向
が人口動態に
及ぼす影響を
予測する方法

○公共投資
の投資先に
よって人口
動態が変化
することを

経済活動が
国民の健康
に及ぼす影
響の定量的
な予測を政

2 　 3 1 　 2 統計情報高
度利用総合
研究
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別生命
表の作
成とそ
の応用
に関す
る研究

年
度

生政策
部

がなかった
（イ）産業別
生命表を作成
し，それを産
業連関分析に
リンケージす
ることによっ
て，産業別公
共投資が人口
動態に及ぼす
影響をシミュ
レーション
し，投資先に
よる労働人口
全体の平均余
命の変化を予
測したとこ
ろ，投資先に
よって人口動
態の変化は相
違していた。
特に農業と小
売り業への投
資が人口全体
の生命表を改
善していた。
（ウ）公共投
資の投資先に
よって人口動
態が変化する
ことを政策決
定時に折り込
む必要がある
ことが示され
た。

政策決定時
に折り込む
必要がある
ことが示さ
れた。○現
状の産業別
死亡率統計
の改善方法
が示され
た。特に，
生命表の作
成の基礎統
計である，
国勢調査と
人口動態統
計（死亡
届）におけ
る産業分類
の整合性を
改善する必
要性が示さ
れた。

策決定の材
料にしうる
ことが認識
された。

レコー
ドリン
ケージ
解析を

平
成
15-
16

7,920 東京医
科歯科
大学医
療情報

伏見清秀 （ア）複数の
厚生統計調査
個票をリンク
して多次元分

○「統計行
政の新たな
展開方向」
に示された

○本研究成
果に基づい
て医療機関
の評価と地

3 11 25 0 4 15 統計情報高
度利用総合
研究
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利用し
た医療
経済面
を含め
た医療
関連統
計調査
の活用
方法等
に関す
る研究

年
度

システ
ム学

析を行う手法
の基礎および
患者特性に基
づく医療機関
評価指標の候
補
（イ）実用性
のある厚生統
計多次元分析
システムおよ
び医療機関評
価と地域医療
評価に直接結
びつく複数の
統計指標の開
発
（ウ）統計情
報学としては
可用性の高い
統計分析シス
テムの開発と
多次元分析手
法の確立の意
義があり、ま
た医療政策学
としては客観
的な数値解析
に基づく医療
機関の機能評
価と地域医療
計画目標設
定、評価の基
盤を提供した
意義がある。

統計情報の
高度利用の
促進におけ
る「公表・
提供形態の
多様化・早
期化」に向
けた取り組
みに貢献す
ることが期
待される。
○「医療計
画の見直し
等に関する
検討会」報
告書のライ
フコースア
プローチ、
病床機能の
評価、実効
的医療圏の
評価、具体
的な数値執
行目標の設
定等に密接
に関連する
データおよ
び評価指標
を提供する
ことが期待
される。

域医療の評
価に活用す
るためのデ
ータブック
と分析実例
集の出版を
準備中
○医療経済
研究機構主
催の３回の
セミナーに
て本研究成
果を発表
○公的な病
院団体が主
催するセミ
ナーに於い
て本研究成
果を発表
○医師会主
催のセミナ
ーにて本研
究成果を発
表予定

危機管
理にお
ける備
蓄の経
済学に

平
成
16
年
度

3,000 同志社
大学研
究開発
推進機
構

安川文朗 （ア）わが国
および欧米の
政策ベースで
のバイオテロ
危機への対応

バイオテロ
の被害予測
および抑止
の社会経済
的メカニズ

日本国民の
危機意識の
醸成や、テ
ロ等の大量
殺戮を伴う

0 1 1 0 1 0 厚生労働科
学特別研究
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関わる
研究

について、ガ
イドライン、
通達等が存在
する。（イ）
バイオテロの
被害予測の困
難さと対応に
関するコスト
推計の基本要
件が整理され
た。（ウ）テ
ロ研究の経済
学的研究視点
および手法の
文献的整理が
なされ、同時
に今後必要と
される分析視
点に関する問
題提起が、米
国専門研究所
からも評価さ
れ、共同研究
の道が開拓さ
れた。

ムの解明に
おける基本
モデルの提
示が可能に
なるととも
に、テロ対
応に向けた
法整備の方
向性提示の
指針を提供
できる。

危機に対す
る保険の設
計に関する
議論などを
喚起する可
能性があ
る。

天然痘
ワクチ
ンの科
学的備
蓄規模
と使用
に関す
る研究

平
成
16
年
度

15,000 財団法
人国際
保健医
療交流
センタ
ー

蟻田　功 （ア）天然痘
ウイルスを用
いた生物兵器
テロの危機が
あるため、各
国政府および
国際社会がそ
の対策を講じ
る必要がある
こと。日本は
既にLC16m8
株のワクチン
を備蓄しつつ
ある。

　本研究成
果が天然痘
ワクチン備
蓄に関する
国の方針に
反映され
る。

　バイオデ
フェンス対
策の方針
（国内及び
国外）とし
て、WHOま
たUS関係機
関との協力
調査研究が
行われる予
定である。

0 0 2 0 1 0 厚生労働科
学特別研究
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（イ）備蓄す
るLC16m8ワ
クチンの品質
は適当であ
り、その備蓄
量は現在
5600万人分
が適当と考え
られるが、将
来適宜確認し
ていく。今後
の国際貢献を
考慮すると更
にワクチンの
安全性、有効
性に関する共
同研究が国際
的な協力研究
も含めて行わ
れることが望
まれる。
（ウ）
LC16m8ワク
チンについて
の学術論文が
少ないこと及
び将来のバイ
オテロ対策に
おけるワクチ
ンとして国際
社会は大きな
期待を持って
いる。本研究
で得られた臨
床試験結果、
ウイルス学・
分子生物学的
考察、保存安
定性試験結
果、また接種
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対象人口の予
備調査結果な
どは学術専門
性が高く、国
際間の追加試
験等が行われ
るであろう。

腎不全
モデル
を用い
たスギ
ヒラタ
ケとの
関連が
疑われ
る急性
脳症の
発症機
序解明

平
成
16
年
度

3,200

新潟大
学医歯
学総合
病院

下条文武

（ア）腎不全
患者に多発し
ている急性脳
症の原因は全
く不明であっ
た。（イ）ス
ギヒラタケと
の関連を証明
し、腎不全動
物モデルによ
る解析を開始
した。（ウ）
食用キノコで
あるスギヒラ
タケが腎不全
状態では急性
脳症を起こす
可能性があ
り、大きな反
響があった。
論文はKidney
International
に掲載される
が、スギヒラ
タケの写真
が、その表紙
を飾ることに
なっている。

このキノコ
は、従来安
全なものと
認識されて
きたが、特
に腎機能低
下者では食
用しないよ
う、インタ
ーネットや
新聞等を通
じて呼びか
けた。これ
以降は同様
の急性脳症
は全く発生
していな
い。

腎不全と急
性脳症の関
連は以前よ
り知られて
いたが、今
回の脳症の
発症様式や
症状は、全
く新しいも
のであり、
腎臓病学の
みならず、
神経内科学
的にも興味
深いもので
あった。今
後この急性
脳症の発症
機序が明ら
かになれ
ば、両方の
医学領域に
大きなイン
パクトを与
えるものと
思われる。

1 2 3 0 1 2(http://www.jsn.or.jp/)
厚生労働科
学特別研究

東北北
陸地方
での急
性脳症

平
成
16

2,000 埼玉県
立大学

柳川洋 （ア）２００
４年９月よ
り、東北・北
陸地方を中心

　これまで
の調査結果
から、スギ
ヒラタケの

研究の成果
により、急
性脳症の原
因が解明さ

0 0 0 0 1 なし 厚生労働科
学特別研究
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多発事
例にか
かる研
究

年
度

に急性脳症事
例が多発し、
死亡例も発生
している。多
くの症例の特
徴として、腎
機能障害、ス
ギヒラタケの
摂食があげら
れているが、
原因は未だ不
明である。
（イ）本研究
班は、東北・
北陸等での急
性脳症多事例
に関し、現在
の状況を吟味
し、専門家等
による学際的
議論を通じ
て、今後の研
究の方向性を
示すことによ
り、今後の予
防等の推進に
寄与すること
を目的とし
た。（ウ）本
研究班におい
ては会議形式
の研究班（公
開）を開催し
た。班会議に
おいては、国
立感染症研究
所感染症情報
センターにお
いて把握して
いる感染症情

摂取と脳症
の発症との
因果関係を
証明するこ
とはできな
いが、原因
究明のため
には、今後
以下の研究
が必要であ
ることが提
示された。
・スギヒラ
タケの成分
分析
・実験動物
等を用いた
スギヒラタ
ケの毒性分
析
・患者検体
を用いた因
果関係の確
認研究
・症例定義
の確立に基
づき、症例
対照研究な
どの手法に
よる疫学調
査
・感染症の
可能性につ
いての探索
研究

れ、今後の
公衆衛生対
策に資する
ことが期待
される。
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報、国立医薬
品食品衛生研
究所において
把握されてい
るスギヒラタ
ケなどのキノ
コに関する情
報、その他各
自治体が把握
している情報
を共有し、そ
れを基に議論
を行った。
　議論は、疫
学、感染症、
中毒学、腎臓
病、神経内
科、救急医学
などの専門的
視点より行わ
れた。
　具体的に
は、現在の調
査内容及びそ
のスキームの
確認及び得ら
れた情報の吟
味、情報の統
合により得ら
れる可能性の
ある事実につ
いての検討、
より一層検討
を要する事項
の有無などに
ついて確認さ
れた。

健康フ
ロンテ

平
成

2,500 国立循
環器病

北村惣一郎 ア　心臓病と
脳卒中による

健康日本２
１の数値目

循環器病の
今後の研究

0 0 0 0 1 0 厚生労働科
学特別研究
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ィア戦
略にお
ける科
学的知
見集積
に関す
る循環
器疾患
関連研
究調査
研究

16
年
度

センタ
ー

死亡率は死因
の28％を占
め、生活習慣
病対策の要で
ある。　イ　
予防、医療、
療養に至る切
れ目のないシ
ステム構築が
必要である。
基礎研究の充
実は医療の充
実に不可欠で
ある。　ウ　
循環器病対策
の必要性を多
角度から検討
し、今後のあ
るべき形を提
言したこと。

標を達成す
る為の具体
的対策を予
防から医療
全般にわた
って検討し
たこと。

課題につい
て重要度を
評価するた
めの資料を
提供したこ
と。循環器
病に関する
専門学会の
あり方につ
いても提言
した。医療
の質を上げ
るための基
盤について
検討した。

全国国
立ハン
セン病
療養所
におけ
る現状
と将来
対策に
関する
研究

平
成
16
年
度

3,500

国立療
養所大
島青松
園

長尾榮治

（ア）入所者
の減少傾向が
継続する。
（イ）今後、
療養所におい
て、運営方針
のターニング
ポイントとな
る時点とその
時の状態が解
析できた。
（ウ）政府が
国立ハンセン
病療養所の将
来構想を立案
する資料・参
考案となる。

全国１３カ
所の国立ハ
ンセン病療
養所におけ
る施設整備
などの運営
方針や、将
来構想の策
定や方針に
反映。

ハンセン病
療養所の入
所者自治会
及びその全
国組織（全
国ハンセン
病療養所入
所者協議
会）の活動
方針に影響
を与えた

0 0 1 0 1 1
厚生労働科
学特別研究

ヒト胚
の研究

平
成

6,000 慶應義
塾大学

吉村泰典 専門的・学術
的観点

本研究の成
果は、総合

胚は、ヒト
個体となり

4 0 8 0 1 0 厚生労働科
学特別研究
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体制に
関する
研究

16
年
度

医学部
産婦人
科

総合学術会議
は「生殖補助
医療研究」に
限定して、ヒ
ト胚の研究目
的での新たな
作成と利用を
容認した
（「ヒト胚の
取り扱いに関
する基本的考
え方」、
2004）が、
これに関して
提供者の人権
等に配慮した
同意書等の整
備がその前提
となってい
る。
本研究では、
最近わが国で
行われた生殖
補助医療に関
する研究の解
析から、必要
となりうる研
究の実態を確
認し、諸外国
の胚研究、と
くに新たに胚
を作成する研
究の規制状況
をふまえ、わ
が国で使用可
能な同意書案
と管理機構案
を作成した。
本研究で得ら
れた成果は、

学術会議で
認められた
胚研究のわ
が国におけ
る公的な議
論の基礎資
料となると
予想され
る。また今
後構築され
るであろう
第三者機関
を考える上
でも実質的
な基礎資料
となると考
えられる。

うる細胞で
ある。とく
に研究目的
であらたに
受精をおこ
して胚を作
成する研究
は、実験目
的であらた
にヒトをつ
くる研究と
考えること
もできるた
め、このよ
うな研究に
ついては社
会的なコン
センサスが
必要であ
る。この種
の研究の科
学的意義と
実態を解析
することに
より、倫理
的な議論を
行うために
必要な基礎
資料となる
とともに、
作成した管
理指針を社
会に対し発
信する際の
根拠となる
と考えられ
る。
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個体になりう
る細胞である
ヒト胚の特殊
性を尊重しつ
つ、かつ生殖
補助医療の進
歩に寄与する
基礎研究の発
展をできるだ
け妨げない、
わが国の現状
に適合した管
理体制を構築
する基礎資料
となり、また
その世界の中
での位置づけ
をあきらかに
している。

核・放
射線テ
ロ発生
時のマ
スマネ
ジメン
トに関
する研
究

平
成
16
年
度

5,000 杏林大
学医学
部救急
医学

山口芳裕 ア．本邦にお
ける緊急被ば
く医療体制
は、原子力施
設における事
故を想定して
整備が進めら
れてきたが、
テロへの対応
体制としては
認識されてお
らず具体的な
検討もなされ
ていない。
イ．（１）放
射性物質を利
用するテロリ
ズムの概要と
具体例検討：
『飛散』型に

本研究で
は、現実に
即した分析
を通じて実
効性のある
テロ対応体
制の構築を
目指すとい
う観点か
ら、ゾーニ
ングや除染
の判断基準
についてか
なり思い切
ったライン
を提示し
た。今後こ
れは、核種
ごとにテロ
に使用され

（１） 緊急
被曝医療
も、従来の
救急医療体
制の枠組み
の中でシス
テムを構築
するのが最
も実効性が
高い。ま
た、救命救
急センター
の積極的な
関与が有効
であり、か
つその要望
が強いこと
から、その
機能の専門
強化の必要

0 0 0 0 1 0 厚生労働科
学特別研究
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関しては、想
定される線源
の強度は、病
院で治療用に
利用されてい
るγ線源の強
度を上回るよ
うなことはな
いと考えら
れ、20 m程
度の距離を取
ればNCRPの
turn-around
levelを超えな
い。一方『爆
弾』型の場合
には、人工密
集地域を狙わ
れれば
0.01KTの低
火力核爆弾で
も数万人の死
者を出す可能
性があり、死
者を出す可能
性がある範囲
は半径200m
以上にも及
ぶ。（２）放
射性物質と関
連したテロ攻
撃のアラーム
サインと超早
期対応：発災
現場での判断
に焦点を当て
て、放射性物
質に関連した
テロ攻撃の際
のゾーニン

る量と可能
性の分析か
ら、リアル
タイムに確
立論的な数
値を関係各
機関に警告
できるシス
テムに発展
することが
期待され
る。

性を指摘し
た。　
（２）災害
医療を展開
する上で医
療者や病院
を保護する
法的整備の
必要性を指
摘した。
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グ、トリアー
ジ、除染につ
いての考え方
を整理した。
(1)爆発を伴
うあらゆる事
象において
NBCのいずれ
か、あるいは
その組み合わ
せのハザード
が存在する可
能性を前提と
して対応すべ
きである。
(2)化学物質
に対する対応
を準備するこ
とにより、ハ
ザードが放射
性物質を含ん
でいた時にも
実効的な安全
をほぼ確保で
きる。(3)放
射線に関わる
既存の種々の
規制は、この
「実効的な安
全」を判断す
る上で必ずし
も適当ではな
い。　ウ．放
射性物質を用
いたテロが公
衆に対し行わ
れた際の対応
体制のあり方
を検討する上
での根拠とな
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りうる基本資
料となった。

うつ病
関連の
自殺予
防戦略
研究課
題の提
案と評
価に関
する研
究

平
成
１
６
年
度

3,000

国立精
神・神
経セン
ター武
蔵病院

樋口輝彦

（ア）自殺関
連うつ対策に
有効な介入方
法に関して、
小規模での蓄
積はあるが、
明確な結論は
出ていない。
（イ）自殺関
連うつ対策で
優先順位の高
く有効と考え
られるプロト
コールを提案
した。

提案した研
究課題は、
第２３回科
学技術技術
部会で報告
され、平成
１７年度の
新たな戦略
研究課題と
して採用さ
れた。

平成１７年
度は、提案
した採択課
題が、研究
実施委託団
体から公募
され、研究
が開始され
る予定と聞
いている

0 0 0 0 2 1
厚生労働科
学特別研究

戦略的
アウト
カム研
究策定
に関す
る研究

平
成
１
６
年
度

8,000 東京大
学先端
科学技
術研究
センタ
ー

黒川清 （ア）わが国
ではアウトカ
ムに焦点をあ
てた多施設大
規模臨床研究
は限られてい
る。（イ）戦
略的アウトカ
ム研究の遂行
を可能にする
為に必要な運
営体制や研究
インフラのあ
り方を検討、
さらに１７年
度の戦略課題
として糖尿
病・うつ病を
選定し、質の
高い研究を遂
行する為の研
究プロトコー

提案した研
究インフラ
および、糖
尿病対策研
究課題は、
第２３回科
学技術技術
部会で報告
され、平成
１７年度の
新たな戦略
研究課題と
して採用さ
れた。

平成１７年
度は、提案
した採択課
題が、研究
実施委託団
体から公募
され、研究
が開始され
る予定と聞
いている

0 0 0 0 2 1 厚生労働科
学特別研究
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ル、作業計画
を策定した。
（ウ）提案し
た研究課題
は、国際的に
も高い学術レ
ベルでの研究
成果が期待で
きる。

痘そう
ワクチ
ンの備
蓄戦略
の為の
品質向
上、生
産性向
上に関
する研
究

平
成
16
年
度

10,000 （財）
化学及
血清療
法研究
所

大隈邦夫 （ア）乾燥細
胞培養痘そう
ワクチン
LC16m8は、
近年天然痘ウ
イルスによる
生物テロの危
機から生物テ
ロ対策医薬品
として国家備
蓄されてい
る。過去の厚
生労働科学研
究において有
効性の確認の
報告がある。
（イ）動物実
験（サル脳内
投与実験、
SCIDマウス
投与実験な
ど）にて安全
性を確認し
た。また有効
な力価試験法
及び有効期限
延長の基盤と
なる成果を得
た。（ウ）よ
り効率的な国

○痘そうワ
クチンの備
蓄はテロ対
策の一環と
して必要不
可欠であ
る。本研究
において、
有効期限の
延長及び生
産コスト削
減の可能性
を評価し、
更に、より
安全で安価
なワクチン
開発の可能
性について
の知見によ
り、長期的
な国家備蓄
計画をより
効率的に進
めるための
基礎的資料
を得ること
が出来る。

生物テロ対
策及びワク
チン施策の
具体的かつ
長期的な国
家備蓄体制
の構築によ
り、社会の
安定化に寄
与する。

0 0 0 0 1 0 厚生労働科
学特別研究
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家備蓄となる
べく、痘そう
ワクチンの品
質・安全性の
評価と生産性
向上に展開で
きうる基礎成
績を得た。

医師臨
床研修
指導ガ
イドラ
インに
関する
研究

平
成
16
年
度

9,000 国立保
健医療
科学院
公衆衛
生政策
部

曽根智史 （ア）新臨床
研修指導制度
が平成16年度
より開始され
ていたが、指
導医ガイドラ
インはなかっ
た。
（イ）基本3
科目（内科
系、外科系、
救急）＋必修
4科目（小児
科、産婦人
科、精神科、
地域保健・医
療）＋医療安
全管理の8分
野を含む、ガ
イドライン試
行版を作成し
た。
（ウ）各科目
独自の内容を
取り入れつ
つ、全体とし
て統一的なガ
イドラインを
目指した。特
に近年注目さ
れている医療

・本臨床研
修指導医ガ
イドライン
を整備する
ことによっ
て、全国の
臨床研修病
院で、研修
医に対して
質の高い指
導が実施さ
れることが
期待され
る。
・平成17年
4月14日に
開催された
第2回医師
臨床研修指
導ガイドラ
イン作成検
討会の資料
として提出
された。
・医療安全
管理に関す
るガイドラ
インは、先
行して、国
立保健医療
科学院のホ

研修医に対
して質の高
い指導を提
供すること
によって、
国民に安全
で質の高い
医療を提供
する医師が
養成され、
国民の健康
水準が向上
すると共
に、医療に
対する満足
度が向上す
る。

0 0 0 0 1 1件：新医師臨床研修制度における指導ガイドライン－安全管理－
（http://www.niph.go.jp/soshiki/seisaku/anzen/resident.htm）

厚生労働特
別研究
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安全管理を積
極的に取り入
れた点が優れ
ている。

ームページ
で公開され
た。

持続可
能なへ
き地等
におけ
る保健
医療を
実現す
る方策
に関す
る研究
(H16-
特
別-028)

平
成
16
年
度

6,000 自治医
科大学
医学部
救急医
学教室

鈴川正之 ア）わが国の
へき地・離島
医療に対する
対策は５０年
近くにわた
り、「へき地
保健医療計
画」により改
善が図られて
きた。結果と
してかなり充
実が見られた
が、依然とし
て一部のへき
地・離島では
専門職種の不
足、ネットワ
ーク不足、行
政などとの協
力体制の不備
などにより、
住民が十分な
医療を受けら
れない地域が
存在してい
る。
イ）へき地・
離島医療に関
するアンケー
トを都道府
県、市町村、
公立・私立の
へき地診療所
長および勤務
医師、へき地

○現在、へ
き地・離島
の保健医療
が抱える課
題を明らか
にできたこ
とで、疾病
構造および
国民の医療
に対する要
望の変化に
も対応でき
るへき地・
離島医療の
体制を築く
ことができ
ることとな
った。さら
に、へき
地・離島医
療への参加
を現在より
も容易にす
ることや各
地域の格差
をいくらか
でも解消す
ることを目
的としてへ
き地・離島
医療の標準
化について
の施策を提
案した。
○平成１７

現在、個々
の地域で行
なわれてい
るへき地・
離島医療を
まとめるこ
とで、住民
に対して居
住している
地域の医療
について思
慮を促すこ
とができ
る。　

0 2 5 0 3 0 厚生労働特
別研究
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医療拠点病院
に行なったこ
とで、現在へ
き地・離島医
療が抱える課
題について明
らかにするこ
とができた。
さらに診療所
に勤務する医
師に対し、へ
き地・離島医
療の標準化に
ついても回答
を求め、実現
可能性につい
て思索した。
ウ）今回、へ
き地・離島医
療の問題点が
明らかにでき
たことで、ど
のようにへき
地・離島の保
健・医療を向
上させていく
べきかが判明
した。

年６月８日　
へき地保健
医療対策検
討会へ報告
し、第１０
次へき地保
健医療計画
策定へ反映
された。
○へき地・
離島医療の
標準化の指
針を作成す
るために平
成１７年度
に研究班が
結成され
た。

病原性
グラム
陰性桿
菌にお
ける
16S-
rRNAメ
チレー
ス遺伝
子の獲
得状況

平
成
16
年
度

4,500 国立感
染症研
究所　
細菌第
二部

荒川宜親 （ア）伝達性
プラスミドに
媒介される
16S rRNAメ
チレースの遺
伝子を保有す
る、新型の凡
アミノ配糖体
超高度耐性緑
膿菌が、我が
国の臨床現場

研究成果に
ついては、
その一部
は、既に感
染症、細菌
学・微生物
関連の学会
や研究会で
発表され、
感染症関
連、院内感

今回の調査
研究によ
り、国内に
は、我々が
2003年以
降、出現を
確認してい
る既知の
RmtA,
RmtB,
ArmAの３

2 0 5 0 1 3 厚生労働特
別研究
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等に関
する緊
急調査

で確認され
た。また、最
近、多剤耐性
緑膿菌が国内
各地の医療施
設で分離され
問題となって
いる。（イ）
国内の１６９
の医療施設の
参加協力によ
り調査した結
果、少なくと
も１６施設か
ら、２９株、
新型の耐性機
構を獲得した
緑膿菌やアシ
ネトバクタ
ー、肺炎桿
菌、大腸菌な
どが確認され
た。また、同
じような遺伝
子型を持つ多
剤耐性緑膿菌
が複数の使節
から分離さ
れ、伝播し易
い特定の株の
存在が示唆さ
れた。（ウ）
この種の新型
薬剤耐性機構
を獲得した凡
アミノ配糖体
超高度耐性緑
膿菌などの病
原細菌や多剤
耐性緑膿菌な

染対策関連
の多くの専
門家の方々
に、注意を
喚起しつつ
ある。ま
た、現在、
欧文の学術
雑誌に研究
成果を公表
すべく準備
が進められ
ている。さ
らに、この
種の新型耐
性菌の伝
播・拡散を
防止するた
めに、調査
研究の成果
について、
国立感染症
研究所のHP
で紹介し、
国内の医療
施設の従事
者や感染
症、細菌検
査の専門家
の方々に注
意を喚起す
る事を計画
している。

種類の16S
rRNA メチ
レース産生
株に加え、
新たに
RmtCと
我々が命名
した第４の
タイプが存
在する事が
確認され
た。欧州や
台湾、韓国
でもこの種
の新型耐性
菌の出現が
相次いで報
告されてお
り、この種
の新型耐性
菌の出現と
蔓延は、我
が国のみの
問題では無
く、地球規
模で進行し
ている事態
と考えら
れ、今後、
国際的な連
携をとりつ
つ、監視と
対策が必要
となってい
る。
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どが、既に国
内の複数の医
療施設に伝播
拡散している
事が確認され
た為、細菌
学、感染症関
連の学会総会
や学術専門誌
でその実態を
示しつつ、臨
床現場に注意
を喚起する科
学的根拠が得
られた。

医籍登
録情報
の電子
化・カ
ード化
の医療
施策へ
の活用
に関す
る研究

平
成
16
年
度

7,000 東京大
学大学
院情報
学環

山本隆一 （ア）医籍情
報をはじめと
する医療分野
での資格確認
を電子的に可
能とすること
が制度として
の医療のIT化
にとって非常
に重要である
ことはe-
Japan戦略を
はじめとして
各方面で指摘
されていた。
（イ）この方
面で先進的で
あるフランス
および台湾の
医籍情報の管
理状況とその
高度利用に関
する状況を明
らかにするこ

医療のIT化
を促進し、
さらにそれ
が単なる医
療機関の合
理化にとど
まらず、医
療そのもの
に革新的な
影響を与
え、国民の
健康に資す
るためには
医療連携の
高度化が必
須であり、
そのために
は連携情報
の適切な電
子化と信頼
性確保は早
急に達成さ
れなければ
ならない。

厚生労働省
の医療情報
ネットワー
ク基盤検討
会で作成さ
れた保険医
療福祉分野
の署名用証
明書発行ポ
リシと本研
究の成果を
合わせるこ
とで、運用
が容易で信
頼性の高い
医療従事者
の資格確認
が可能な電
子署名の応
用の実証実
験が複数計
画されてい
る。

0 1 3 0 1 3 厚生労働特
別研究
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とができ、ま
た資格確認の
トークンとし
てのICカード
の要件、およ
び制度整備の
コストの考え
方について一
定の知見を得
た。（ウ）本
研究は制度整
備の実際に際
しての問題点
と効果を明ら
かにすること
で、社会情報
学的な立場か
ら十分な成果
が得られたと
考える。

本研究の成
果は連携に
際して交換
される、ま
たは患者等
に提供され
る医療情報
の信頼性確
保の手段と
して重要か
つ必須であ
る医療従事
者の資格確
認の電子化
に資するも
ので、グラ
ンドデザイ
ンの最終目
標の達成に
大きく貢献
することが
期待でき
る。

国内外
諸領域
におけ
る他領
域ADR
制度な
どに関
する研
究

平
成
16
年
度

5,000 新潟医
療福祉
大学
学長

高橋榮明 ア：ADR制度
の政策的関心
は、世界的な
潮流として
ADRの発見・
推進の時期か
ら、冷静にそ
の意義及び限
界を明確に
し、そのルー
ル作りに基づ
く弱者保護・
利用者保護を
どのように担
保していくか
という段階に

本研究によ
り、個々の
ADR組織・
機関は単独
で存在しう
るわけでは
なく、それ
らが位置す
る産業構造
や制度との
複雑な関連
性の中でそ
の役割や機
能が規定さ
れており、
こうした点

医療事故・
医療紛争に
かかわる当
事者が固有
に係る紛争
解決ニーズ
などをADR
という制度
体系でどこ
まで、そし
てどのよう
に汲み取る
ことが出来
るのか、そ
の範囲を具
体的に提示

4 0 0 0 1 公表方法を検討中 厚生労働特
別研究
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きている。国
内において
は、ADR研究
は盛んである
が、個別分野
ごとの評価や
あるべき姿を
具体的かつ実
証的に分析し
たものは未だ
十分にあると
はいえない現
状にある。
イ：本研究で
は、司法制度
改革推進本部
ADR検討会に
おいて選定さ
れたADR機関
を基礎とし
て、その他の
ADR組織およ
び類似した機
能を持つ機関
を抽出し、可
能な限り網羅
的にADR組
織・機関を把
握した。そし
て、抽出した
機関を統一さ
れた情報フォ
ーマットを用
いて基礎的情
報データベー
スを作成し
た。さらに、
特定の領域
（交通事故領
域、海運・海

を十分に検
討して初め
て、医療分
野における
ADRの有効
性に関する
議論が可能
となること
が判明し
た。その
他、必要に
応じて厚生
労働省・医
療安全推進
室からの問
い合わせ、
また、課題
解決に資す
る資料作
成、調査を
実施した。
以上をふま
えると、医
療安全推進
室による医
療安全政策
策定に少な
からず貢献
できたので
はないかと
自負する次
第である。

することが
できた点
は、今後、
医療版ADR
制度を検討
する際の基
礎資料とし
て大いに寄
与すると考
えられる。
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事領域、航空
事故・鉄道事
故領域など）
については、
具体的な紛争
処理過程につ
いても明らか
にした。ウ：
前述のように
わが国におい
ては、紛争処
理制度につい
ての包括的な
研究はこれま
でほとんどな
かった状況に
対し、わが国
におけるADR
組織・機関を
網羅的に抽出
するとともに
基礎的情報を
収集し、さら
に、特定領域
の現況を分析
した点に本研
究の最大の貢
献があるので
はないかと考
える。

医療情
報ネッ
トワー
ク基盤
整備と
安全な
電子カ
ルテ実
現のた

平
成
16
年
度

8,000 東京工
業大学　
像情報
工学研
究施設

大山永昭 （ア）個人情
報の安全性を
確保するため
には、医療デ
ータ等を使用
する者の正当
性を認証する
こと及び、通
信回線上や医

本研究にお
ける医療デ
ータ等を使
用するもの
に対する認
証の必要性
及び、通信
回線上や医
療機関内で

保健・医
療・福祉情
報セキュア
ネットワー
ク基盤普及
促進コンソ
ーシアムが
進めている
医療機関相

1 6 11 0 2 15 厚生労働特
別研究
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めの技
術的方
策に関
する研
究

療機関内での
医療データ等
の保護を実現
することが必
要である。
（イ）多機能
ICチップを利
用し、オープ
ンなネットワ
ーク上で安全
に情報サービ
スを利用可能
とするオンデ
マンドVPNを
利用すること
で、医療分野
における利用
者や利用環境
をネットワー
ク経由で迅速
に確認でき、
複数の医療情
報機器間で動
的にセキュア
なネットワー
クを構築する
ことが可能と
なるため、ネ
ットワーク上
を流通する医
療情報の保護
に有効である
ことが明らか
になった。
（ウ）医療に
かかわる多く
の機関が相互
に情報交換可
能な環境下で
電子カルテに

の医療デー
タ等の保護
の議論は、
平成１７年
３月に医療
情報ネット
ワーク基盤
検討会より
出された医
療情報シス
テムの安全
管理に関す
るガイドラ
インに反
映。

互における
情報連携の
実証実験や
医療サービ
スの検討等
への反映
や、オンデ
マンドVPN
を構成する
技術仕様へ
フィードバ
ックするこ
とを予定。
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代表される医
療情報の電子
化を進めるこ
とが可能にな
り、個人情報
保護を実現し
つつ必要な情
報の授受を実
現する基盤が
構築可能とな
る。

医療事
故事例
の調査
に係る
内容や
費用・
人材育
成に関
する研
究

平
成
16
年
度

10,000 財団法
人日本
医療機
能評価
機構　
医療事
故防止
センタ
ー

野本亀久雄 （ア）医療機
関内で発生し
た事故につい
て、全国的な
事故情報収集
システムや個
別の事故調査
分析モデル事
業の開始が予
定されている
が、現行の医
事法制下にお
ける第３者機
関による現地
状況調査の方
法や、モデル
地域における
医療関連死の
調査における
対象事案やそ
の情報管理に
関しては検討
がなされてい
ない。（イ）
事故報告の受
付から事例番
号の交付、事
例の選別、現

○本研究の
成果に基づ
き、対象医
療機関から
報告された
医療事故情
報の収集・
分析を開始
している。
平成１６年
度は、６件
程度の個別
医療機関に
調査を行っ
た。その大
部分は直接
医療機関を
訪問し調査
を行ってい
る。平成１
７年４月１
５日には、
第１回の報
告書を公表
したところ
である。そ
の内容は、
厚生労働省

○医療事故
情報収集に
関しては、
平成１６年
１０月に事
業を開始
し、平成１
７年３月末
までに５３
３医療機関
より５３３
件の事故情
報が寄せら
れたところ
である。こ
れに対し、
現時点での
分析を加
え、４月１
５日に公表
した報告書
に関しては
新聞、ニュ
ース番組、
関連雑誌
等、多くの
報道がなさ
れ、社会的

0 0 0 0 2 6 厚生労働特
別研究
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地調査依頼の
発出、訪問調
査、事後処理
という一連の
過程を検討
し、２件のモ
デル事案にお
ける試行的実
施を経て確立
した。医療関
連死調査にお
ける、中央事
務局とモデル
地域の役割、
必要人員と資
質、個人情報
保護について
の取り扱いを
確立した。
（ウ）わが国
における多数
の医療事故事
例に基づく大
規模な分析と
その成果の社
会への還元が
図られること
となり、医療
安全の観点か
ら大変意義深
い。また医療
関連死の原因
解明が進むこ
とは、医療従
事者の医療技
術の向上のみ
ならず、遺族
等の疑問に対
する回答にも
なることか

における医
療安全関連
の会議にお
いて報告し
た。○本研
究の成果に
基づき、現
在全国９地
区程度が候
補となって
いる「診療
行為に関連
した死亡の
調査分析に
関するモデ
ル事業」が
じゃ頤使さ
れることと
なってい
る。当該事
業は５年間
の試行期間
を経て全国
展開するこ
とが検討さ
れている。

関心の高さ
が伺える。
医療事故の
防止による
医療安全の
一層の推進
に資する情
報提供や注
意喚起とな
ったものと
考えられ
る。　○診
療関連死に
関する事業
は今年度、
これから実
施されると
ころである
が、従来医
師法２１条
に定める
「異状死」
に関しては
多くの報道
がなされ、
また、日本
内科学会、
日本外科学
会等の医療
界の主要学
会において
も高い関心
を示してい
る。医療界
のみなら
ず、患者の
遺族や、ま
た、警察庁
においても
事業に参加
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ら、医療の不
確実性の中で
いたずらに誤
解や不満が増
大することを
防ぐことに資
すると考えら
れ大変意義深
い。

することと
なってお
り、その実
施と成果
は、医療関
連死に関す
る問題Aの
解決に当た
って社会的
に大きな影
響を及ぼす
ことと想定
される。

在宅療
養促進
のため
の訪問
看護の
あり方
に関す
る研究

平
成
16
年
度

5,000 社団法
人　全
国訪問
看護事
業協会　
副会長

伊藤　雅治 １．分担研
究：通常の
(老人)訪問看
護以外の訪問
看護利用に関
する調査研究
ア　保険外に
おける訪問看
護（有償訪問
看護）サービ
スは実施され
ているが、そ
の実態は不明
イ　(1)有償
訪問看護利用
者は利用期間
が短く、障害
の程度の重い
者が多い(2)
保険サービス
に追加的に利
用する者で
85％を占めた
(3)平均利用
回数は月3.3
回で１回のみ

１．分担研
究：通常の
(老人)訪問
看護以外の
訪問看護利
用に関する
調査研究
18年度診療
報酬改定と
介護報酬改
定に向けて
の検討材料
として反映
２．分担研
究：退院調
整看護師養
成プログラ
ム作成
看護職員確
保対策にお
ける看護職
員の資質向
上施策の項
目として
退院調整看
護師養成を

１．分担研
究：通常の
(老人)訪問
看護以外の
訪問看護利
用に関する
調査研究
有償訪問看
護サービス
内容、潜在
的なものも
含む訪問看
護の需要、
有償訪問看
護サービス
の料金設定
と提供方法
の参考資料
となった
２．分担研
究：退院調
整看護師養
成プログラ
ム作成
基準化され
たプログラ

0 0 0 0 1 0 厚生労働特
別研究
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の利用者で
51％を占めた
(4)目的は
「医療処置な
どの頻回訪
問」「介護給
付を超えるニ
ーズ」が30％
と多かった
(5)料金の取
決めは75％の
事業所でなさ
れるも内容等
には差異が大
きかった
ウ　当会全会
員の訪問看護
ステーション
を対象に調査
を実施し、訪
問看護需要と
それに見合っ
た提供システ
ムの検討資料
として整理さ
れ、潜在的な
ものを含む訪
問看護需要や
それに対応す
る訪問看護師
の役割や教育
内容の検討に
活用できる
２．分担研
究：退院調整
看護師養成プ
ログラム作成
ア　「退院調
整看護師」は
すでに活躍し

取り込み18
年度の予算
請求に反映

ムによる研
修事業の開
催により、
退院調整看
護師の質の
向上と在宅
療養の推進
が期待でき
る
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ているが、そ
の養成のため
全国レベルで
基準化された
プログラムは
存在せず、そ
の質も保障さ
れていない
イ　専門家か
ら構成された
委員会にてプ
ログラムは作
成された
ウ　プログラ
ムが基準化さ
れたことで、
研修事業で広
く活用される
ことが期待で
き、退院調整
看護師の質の
向上に貢献す
るとともに、
医療依存度の
高い患者・家
族が安心して
在宅療養へ移
行する支援体
制の構築への
第一歩となる

化学テ
ロにお
けるサ
ーベイ
ランス
に関す
る研究

平
成
16
年
度

4,000 財団法
人日本
中毒情
報セン
ター

大橋教良 ア）松本、地
下鉄両サリン
事件後10年を
経て、この間
の化学テロに
関する知見を
集積する。
（イ）大量の
患者が発生す

（１）NBC
テロ対処現
地関係機関
連携モデル
に示されて
いる体制を
大量の患者
が発生する
以前に発動

　 0 0 0 0 1 シンポジウム１ 厚生労働特
別研究
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る以前にみら
れる、通常と
は異なるわず
かな異変を察
知することで
早期に化学物
質による健康
危害（テロを
含む）に対処
可能となる。
（ウ）サリン
による健康危
害は世界中で
松本と地下鉄
のサリン事件
以外になく、
詳細なレポー
トを残すこと
自体に意味が
ある

するため
の、要領が
明らかにな
った。
（２）化学
物質が関与
する健康危
害事例には
都道府県の
公害衛生研
究所の日常
活動、感染
症サーベイ
ランスなど
既存の監視
体制を充実
させること
で対応可能
な事例も存
在すること
が判明し
た。こん
ご、この体
制の強化が
望まれる。

科学研
究費計
画書の
電子受
付化に
関する
研究

平
成
16
年
度

20,000 東京大
学大学
院医学
系研究
科クリ
ニカル
バイオ
インフ
ォマテ
ィクス
研究ユ
ニット

山崎力 （ア）これま
で、科学研究
費計画書の電
子受付化の研
究はない。
（イ）αバー
ジョンを作成
し、電子申請
に活用できる
機能を有する
ものであるこ
とを確認し
た。（ウ）科
学研究費計画

総合科学技
術会議にお
ける競争的
研究資金制
度改革の意
見（平成15
年4月21
日）で求め
られている
申請書の受
付書面審
査、評価結
果の開示等
における電

今後の科学
研究の急速
増加にも十
分対応可能
である。

0 0 0 0 1 0 厚生労働特
別研究
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書の電子受付
を行うこと
で、研究費が
さらに効果的
に利用される
ことが期待で
きる。

子システム
化に寄与す
ることが期
待できる。

室内空
気質の
健康影
響に係
る医学
的知見
の整理

平
成
16
年
度

10,000 北里大
学　医
学部

相澤好治 （ア）シック
ハウス症候群
は、住宅など
の室内環境要
因に起因し、
アレルギ-疾
患と中毒に加
え、病態未解
明な状態の複
合概念であ
り、患者や医
療機関で受診
機会や治療な
ど臨床上の混
乱が生じてい
る。また、欧
米では真菌・
ダニなどの生
物学的要因も
注目されてい
る。
（イ）本研究
で加えられた
こと
　(1)本症候
群疾患概念の
整理(文献調
査)
　(2)調査研
究結果の概要
整理
　(3)発症に

・シックハ
ウス症候群
の概念が広
いため、診
療において
混乱をきた
している。
本研究で、
その病態、
原因、発生
の場所を明
確に分類
し、アレル
ギー、中毒
について
は、それぞ
れの専門医
において診
療するこ
と、それ以
外の非特異
的症状につ
いては、今
後科学的研
究を継続す
ることが示
された。漠
然とした本
疾患概念を
整理するこ
とにより、
本病態の対

本研究で得
られたシッ
クハウス症
候群に関す
る疾患概念
の整理は、
適切な医療
の実現に寄
与し、広く
医療機関や
国民に分か
り易く説明
することが
可能とな
る。化学物
質、住宅起
因性健康障
害における
生物学的要
因、生活習
慣などに注
目し、概念
を整理する
ことによ
り、国民が
発生機転を
正しく理解
し、建築衛
生に対して
も正しい知
識を持ち、
適切な医療

32 17 31 0 1 1 厚生労働特
別研究
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関わる人側の
要因調査
　(4)予防対
策の現状と効
果
　(5)今後の
問題点整理。
（ウ）成果の
専門的・学術
的意義
　・住宅の化
学物質と真
菌・ダニなど
の生物学的要
因の自覚症状
への影響の検
討が必要であ
る。
　・中毒、免
疫学的機序、
心因的機序、
不明な機序の
４つに分類・
整理。
　・生活習
慣・心理的要
因との関連性
調査。
　・化学物質
代謝酵素の遺
伝子学的検討
の現状調査
　・建築衛生
の実施、建築
材料の適正化
などによる発
生源対策、換
気による希
釈、清浄器に
よる曝露低減

処を容易に
し、保険医
療行政に貢
献すると思
われる。
・化学物質
対策に偏っ
ていた対策
を、生物的
要因に視野
を広げた
点、環境衛
生行政に寄
与するとこ
ろが大きい
と考えられ
る。
・環境と個
人要因から
発生する可
能性が文献
検索により
示され、行
政的研究の
方向性が提
案された。
・発生源対
策における
行政施策は
きわめて重
要であり、
建築学と医
学の観点よ
り建築衛生
行政に貢献
すると思わ
れる。

機関の受診
が可能とな
る。さらに
適切な予防
措置の材料
となる。
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措置などが必
要である。
　・ホルムア
ルデヒドは
IgE抗体を産
生すると共に
IV型アレルギ
ーのアレルゲ
ンとなること
が観察されて
いる。これら
の感作とシッ
クハウス症候
群の発生とは
かならずしも
相関しないこ
とが示されて
いる。
　・室内環境
関連症状と室
内環境因子と
の関連を調査
した結果、症
状は非特異的
であり、環境
以外の因子に
よっても生じ
うる。診療上
の混乱を防ぐ
ため一般診療
家が使用でき
る「明確で判
定しやすい診
断基準」の設
定が急務であ
る。

化学修
飾によ
るプラ

平
成
14-

14,000 京都大
学大学
院 薬

西川 元也 （ア）プラス
ミドDNAの利
用は遺伝子の

　 　 2 0 8 0 0 　 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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スミド
DNAの
ナノ粒
子化と
DDSに
関する
研究

16
年
度

学研究
科

デリバリーに
限られてい
る。（イ）化
学修飾により
プラスミド
DNAを骨格と
するDDSキャ
リアを開発
し、抗癌剤の
腫瘍デリバリ
ーを実現し
た。（ウ）担
癌マウスにお
いて有効性の
増大、副作用
の軽減が認め
られた。

糖鎖担
持カル
ボシラ
ンデン
ドリマ
ー製剤
の設計
技術開
発に関
する研
究

平
成
14-
16
年
度

89,100 埼玉大
学工学
部

照沼大陽 （ア）実用的
なベロ毒素阻
害剤の開発が
望まれてい
る。しかし、
明確な構造を
有する阻害剤
はまったく知
られていな
い。　（イ）
まったく新規
なコンセプト
に基づき、初
めて個体（マ
ウス）に対し
てベロ毒素阻
害活性を有す
る化合物を開
発した。
（ウ）機能性
糖鎖をオーダ
ーメードで配

毎年のよう
に社会的問
題となる
O157によ
る発症に対
して、個体
（マウス）
で有効な阻
害剤を開発
することが
できた。ま
た、このコ
ンセプトを
利用するこ
とで、今
後、あらた
に発生する
ことが危惧
される悪性
ウイルスあ
るいは毒素
に対して有

O157、イ
ンフルエン
ザウイルス
あるいはデ
ング熱ウイ
ルス阻害剤
など社会的
に問題とな
る薬剤開発
に有効な新
規コンセプ
トを提案・
実証するこ
とが出来
た。　
O157阻害
剤の開発研
究に関し
て、原著論
文の参考文
献に示した
とおり今回

8 3 63 6 4 4 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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置出来る技術
を開発し、そ
のベロ毒素阻
害剤をはじ
め、インフル
エンザウイル
スあるいはデ
ング熱ウイル
ス等に対して
有効性を世界
で初めて実証
した。さら
に、ベロ毒素
に対するグロ
ボ三糖の接着
機構について
新たな知見を
得た。

効な医薬品
開発の可能
性が明示さ
れた。今
後、実用レ
ベルでの調
査・検討が
望まれる。　
機能性糖鎖
の大量合成
とその利用
法の開発は
ポストゲノ
ムの有力な
候補となり
うることを
明らかとし
た。

開発した薬
剤に対する
編者の総合
的意見が掲
載されるな
どの評価を
得た。　さ
らに、現
在、デング
熱阻害剤の
個体による
実験を計画
している。

クロマ
チン転
写制御
を目的
とした
人工酵
素の開
発

平
成
14-
16
年
度

14,000 東京大
学大学
院医学
系研究
科

鈴木亨 （ア）クロマ
チンからの転
写制御は重要
でありなが
ら、研究され
ていない領域
である。
（イ）DNA結
合転写因子と
クロマチン関
連因子との相
互作用ならび
に制御に関す
る新規分子反
応を複数明ら
かにし、これ
らを標的とし
た創薬を試み
た。（ウ）ク
ロマチンから
の転写制御に

遺伝子発現
転写を標的
とした治療
法の開発が
遅れている
ことはクロ
マチンの制
御が理解さ
れていない
ことが要因
のひとつで
ある。本研
究を通して
実施した、
創薬標的と
なる分子反
応の発見、
創薬の試み
は次世代型
のピンポイ
ント創薬

明らかにし
た新規分子
反応ならび
にそれらを
標的とした
創薬アプロ
ーチは新規
性に富み、
現在製薬会
社との連携
のもと、創
薬を進めて
いる。次世
代型の創薬
アプローチ
につながる
と期待され
る。

6 0 9 0 2 　 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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関する複数の
新規の分子反
応を明らかに
することがで
き、転写研究
に寄与するこ
とができた。
これらの成果
は欧米一流雑
誌に発表し
た。国内外か
ら大きな反響
があった。ま
た、これらの
成果に基づ
き、クロマチ
ンからの転写
制御を標的と
した新しい創
薬アプローチ
を開発した。

（ゲノム創
薬、テイラ
ーメイド医
療）の考え
方のひとつ
を示す。

超極限
分子プ
ローブ
による
組織障
害の再
生・治
癒機構
の解析
と高精
度局所
診断技
術の開
発

平
成
14-
16
度

232,369 慶應義
塾大学
大学院
理工学
研究科
基礎理
工学専
攻

南谷晴之 （ア）細胞内
オルガネラや
構成分子を特
異的に染色ま
たは蛍光標識
固定して形態
や分子局在性
を識別する方
法はも技術的
にも確立して
いる。（イ）
細胞や組織の
生きた状態で
一分子の動態
を可視化解析
する、あるい
はオルガネラ
や構成分子の

「日常初期
診療におけ
る臨床検査
の使い方」
小委員会及
び「診断群
分類を用い
た急性期入
院医療の検
査ガイドラ
イン策定に
関する研
究」研究班
により「胃
潰瘍または
十二指腸潰
瘍診断群別
臨床検査の

本研究で推
進されたナ
ノプローブ
とバイオイ
メージング
技術の開
発、その方
法と装置の
利用は、わ
が国当該分
野をリード
する形に発
展してい
る。ナノイ
メージング
というキー
ワードが広
く普及しつ

230 91 764 6 3 4 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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分子生理機能
を動的に経時
的にマルチカ
ラー可視化解
析したり、細
胞間相互作用
を観測し、病
態に関わるメ
カニズムを明
らかにした。
とくに虚血再
灌流障害にお
ける微小循環
血流・酸素代
謝異常、糖尿
病性最小血管
障害・血栓亢
進に関わる内
皮細胞上の血
小板・白血球
の接着亢進、
急性腎炎・関
節炎など免疫
性炎症反応に
おける活性化
好中球の作用
と特異的蛋白
分子の易血栓
性応答、腫瘍
など血管新生
構築機序にお
ける血流・酸
素代謝異常、
血管内皮細胞
の酸化ストレ
ス応答及びメ
カニカルスト
レスに対する
NO, ｐH, カ
ルシウムの特

ガイドライ
ン2003－医
療の標準化
に向けて
－」、「胃
の悪性新生
物診断群別
臨床検査の
ガイドライ
ン2003－医
療の標準化
に向けて
－」、「潰
瘍性大腸炎
（手術な
し）診断群
別臨床検査
のガイドラ
イン2003－
医療の標準
化に向けて
－」などが
作成報告・
公表され、
当該分野に
広く反映さ
せた。

つあること
は、本研究
で目指した
ナノレベル
のバイオイ
メージング
技術の新規
開発、その
有効な利用
法の確立、
種々の生体
機能の解明
が、新しい
臨床診断治
療への展開
に一つのシ
ーズを作り
出したとい
える。
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異的応答、な
どを明らかに
した。また肝
細胞・神経細
胞・腫瘍細胞
のアポトーシ
スに関わるタ
ンパク・酵素
の発現・促
進・抑制機序
を確認した。
（ウ）生体組
織・細胞・オ
ルガネラ・構
成分子を特異
的に蛍光イメ
ージングし
て、その動的
機能を生きた
状態で可視化
解析するナノ
プロ－ブとイ
メージング技
術を確立し
た。開発した
方法と装置は
当該分野にお
いて広く利用
されるように
なってきてお
り、その一部
は国外におい
ても注目され
ている。ま
た、解析され
た生体分子生
理機能の研究
成果は、著名
な国際的学術
誌に掲載され
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高い評価を得
ている。

極細フ
ァイバ
ー関節
鏡とそ
の付属
機器の
開発に
関する
研究

平
成
14-
16
年
度

12,500

大阪市
立大学
大学院
医学研
究科整
形外科
学

伊藤陽一

（ア）関節鏡
が低侵襲手術
に有用である
ことは周知で
ある。（イ）
従来の硬性鏡
の関節鏡では
なく、軟性鏡
である極細フ
ァイバー関節
鏡を開発し
た。（ウ）低
侵襲で広範囲
の視野確保が
可能な医療器
機の開発がな
され、関節疾
患の早期治療
に貢献可能で
ある。

高齢化社会
の我が国
で、変形性
関節症の患
者数増加は
著しい。極
細ファイバ
ー関節鏡の
開発に伴
い、低侵襲
で正確な鏡
視下手術が
可能にな
る。入院を
必要としな
い外来手術
により医療
費軽減につ
ながり、行
政面での貢
献が期待で
きる。

極細ファイ
バー関節鏡
による低侵
襲手術は局
所麻酔下で
可能であ
り、将来的
には、開業
医レベルで
の利用が可
能となり、
早期診断と
早期治療に
直結する。

6 0 6 0 0 　
萌芽的先端
医療技術推
進研究

ナノテ
クノロ
ジーを
用いた
新規Ｄ
ＤＳ製
剤の研
究開発

平
成
14-
16
年
度

164,494 東京慈
恵会医
科大学
ＤＤＳ
研究所

水島　裕 （ア）製剤の
ナノ粒子化
は、ターゲッ
ティングや徐
放性のＤＤＳ
製剤に適して
いる。（イ）
いくつかの薬
物について応
用した。ター
ゲッティング
と徐放を併せ
持つ初めての
製剤を作製し
た。（ウ）本

ナノテクノ
ロジーは、
平成１３年
度閣議決定
した価額技
術立国達成
のための４
つのテーマ
のひとつで
ある。本研
究が半ば成
功したこと
により、今
後の行政指
導のますま

本研究によ
り開発した
製剤につい
ては、わが
国の製薬企
業により研
究開発がさ
れている状
況にある。

17 21 27 29 　 　 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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研究の成果に
よって、副作
用軽減・効果
の持続・利便
性の向上が充
分期待され
る。

すの発展す
るであろ
う。

細胞機
能・組
織修
復・再
生のナ
ノ・マ
ニピュ
レーシ
ョン：
生体機
能材料
のナノ
設計・
ナノ技
術およ
び医療
応用

平
成
14-
16
年
度

220,690

九州大
学大学
院医学
研究院
医用工
学分野

松田　武久

ア：分子レベ
ルでの細胞・
組織の研究は
精力的になさ
れているが、
医工学の観点
からの研究は
僅かであっ
た。
イ：工学の技
術による細
胞・組織のマ
ルチスケール
操作技術が開
発された。
ウ：医工学の
手法による細
胞・組織のマ
ニプレーショ
ンは再生医療
と細胞・組織
のシステム生
理学の基盤と
なる。

なし なし 239 13 203 9 　 　
萌芽的先端
医療技術推
進研究

萌芽的
先端医
療技術
推進研
究（ナ
ノメデ
ィシン
分野）

平
成
16
年
度

8,000 財団法
人医療
機器セ
ンター

長谷川　慧重 （ア）厚生労
働科学研究の
応募課題に対
する事前評価
の際、評価委
員に過度の負
担が掛かって
おり、効率

平成17年度
の応募課題
に対し、ピ
アレビュー
を実施。事
前評価に貢
献した。

限られた研
究資源を有
効活用する
ため、優秀
な研究の絞
り込みに作
業（事前評
価）に重点

0 0 0 0 1 0 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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の企画
と評価
に関す
る研究

的・効果的な
評価作業が実
施されていな
い。（イ）事
前評価システ
ムの効率的・
効果的な最適
モデル（ピア
レビュー）の
あり方を検討
し、本研究事
業をモデルケ
ースとしてピ
アレビューを
実施した。
（ウ）検討し
た事前評価シ
ステムが厚生
労働科学研究
全体で採用さ
れれば、我が
国の厚生労働
科学の全体的
底上げと発展
に大きく寄与
することが示
唆された。

をおく必要
があり、そ
の結果、事
後の研究成
果を著しく
向上させる
ことが期待
できる。そ
の意味から
本研究の社
会的意義は
高い。

微細加
工技術
(FIB)を
応用し
た細胞
配列化
チップ
の創製

平
成
14-
16
年
度

13,500 芝浦工
業大学
工学部

松村一成 (ア)細胞・ウ
イルスを固定
化したバイオ
センサーの膜
タンパク質機
能解析手法と
しての有用性
(イ) FIB加工
技術により、
従来技術では
不可能だった
基盤材料(セ

直接的な貢
献は現在な
いが、特許
として技術
公開したこ
とによる波
及効果が期
待される。

産業新聞報
道による産
業界への周
知効果。

2 1 6 1 0 1 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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ンサーチップ
上の高分子
等)を直接的
に細胞・ウイ
ルスの吸着場
とすることに
成功した(ウ)
バイオセンサ
ーの高機能
化、高精度化
のための新規
技術の獲得に
資することが
期待される

ナノチ
ュー
ブ、ナ
ノ微粒
子、マ
イクロ
微粒子
の組織
反応性
とバイ
オ応用

平
成
14-
16
年
度

229,899 北海道
大学大
学院歯
学研究
科

亘理文夫 （ア）人工股
関節部から発
生する摩耗粉
が炎症を誘発
する。針状微
粒子のアスベ
ストは肺癌の
発癌性があ
る。（イ）生
体親和性材料
でもマイク
ロ/ナノ微粒
子になると組
織刺激性が昂
進する物理的
サイズ・形状
依存性微粒子
効果を明らか
にした。
50nm以下の
ナノ微粒子は
呼吸器系を通
して体内に取
り込まれ、全
身循環する。

平成１７年
３月２３日　
(於 北海道
大学大学院
歯学研究科)
内閣府 総合
科学技術会
議による視
察
来学者：　
内閣府 総合
科学技術会
議事務局　
大臣官房審
議官 清水一
治、同　参
事官補佐　
古金谷敏
之、同　政
策調査員　
加東智明、
主任科学技
術官(重点分
野担当)付　
参事官補佐

(1)ナノテク
ノロジー開
発の是非を
問うナノト
キシコロジ
ー問題に対
して、科学
的なデータ
を得てナノ
トキシコロ
ジー/安全性
条件を把握
し、導出さ
れたナノテ
クノロジー
開発指針
(案)に基づ
き、バイオ
応用開発を
推進すると
いう学術的
な対応によ
るナノテク
ノロジーア
セスメント

96 55 200 1 6 12 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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カーボンナノ
チューブは短
中期的に特異
的な為害性は
示さず、むし
ろバイオ応用
に有利な特性
を有すること
を明らかにし
た。（ウ）ナ
ノパーティク
ルの生体反応
性の最も基本
的な現象を明
らかにした。
カーボンナノ
チューブの生
体適合性につ
いては為害性
の可能性を主
張する記事が
欧米から出さ
れ、係争中の
問題である
が、データに
基づき特性を
報告。

(ナノテクノ
ロジー・材
料担当) 柳
健一の各氏
視察目的：
ナノ物質の
バイオ応用
と生体影響
に関する研
究の現状と
今後の課題
についての
意見交換
貢献内容：
研究内容(と
りわけカー
ボンナノチ
ューブやナ
ノパーティ
クルの為害
性問題)につ
いて討議な
らびに施設
視察。

を提起。(2)
カーボンナ
ノチューブ
のバイオ応
用開発の可
能性を提
起。(3)国際
シンポジウ
ムでの研究
班の発表の
ほかに、書
籍発刊、研
究会発足を
予定。(4)ナ
ノ/マイクロ
微粒子の生
体反応性に
関する研究
は日本では
ほかにあま
り見当たら
ない。特に
カーボンナ
ノチューブ
のバイオ応
用に関して
は世界的に
リード。

ナノサ
イズ・
センシ
ングカ
プセル
の新規
開発と
医療応
用

平
成
14-
16
年
度

189,648 東北大
学大学
院　医
学系研
究科

大内憲明 ア　密度汎関
数法に基づく
第一原理計算
によりナノ粒
子の分子設計
が可能である
こと
イ　１．混合
基底法及び拡
散量子モンテ
カルロ法を開

厚生科学審
議会科学技
術部会にお
ける厚生労
働科学技術
部会の中
で、先端医
療の実現に
関し、ナノ
テクノロジ
ーの応用は

医療の低侵
襲、テイラ
ーメイド化
を推進する
新たな医療
技術とし
て、癌手術
におけるセ
ンチネルリ
ンパ節生検
法が注目さ

5 47 51 5 0 3 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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発したことで
更に高精度に
ナノクラスタ
ーの構造、エ
ネルギー状態
の計算がで
き、理論的に
シリコンフラ
ーレンが作製
可能となっ
た。
２．癌を標的
とした医療用
ナノ物質とし
て籠状構造を
持つCdSeナ
ノ粒子構造を
作製できた。
また、ナノ粒
子のシリカコ
ーティング技
術の確立に成
功した。
３．抗体・量
子ドット複合
体、シリコン
ナノ蛍光剤に
よる超高感度
計測系を確立
した。更に癌
手術における
センチネルリ
ンパ節生検に
ナノ粒子蛍光
検出法を開発
し、最適なサ
イズ、蛍光波
長を確立し
た。
ウ　１．実験

この柱の一
つに上げら
れ、医療の
重要な課題
となってい
る。今後ナ
ノテクノロ
ジーの進歩
によってテ
イラーメイ
ドメディス
ン、癌の超
早期発見に
おける応用
が加速する
と考えられ
る。また、
今日新たな
医療技術と
して、細胞
または分子
レベルでの
癌の病態解
明が進めら
れており、
単分子イメ
ージング可
能な機能性
ナノ粒子の
応用が期待
されてい
る。本研究
ではがん細
胞の蛍光分
子標的イメ
ージングに
成功し、か
つ癌手術の
テイラーメ
イドメディ

れるが、新
たにナノ粒
子を用いた
蛍光検出法
ならびにＸ
線検出法を
提案した。
またアレル
ギー等、従
来のX線造
影剤の副作
用解消を目
的としてナ
ノ粒子のシ
リカコーテ
ィングにも
着手し、次
世代Ｘ線造
影剤とし
て、シリカ
コーティン
グAgIナノ
ビーズの作
製に成功し
た。さらに
細胞または
分子レベル
での診断・
治療への応
用が期待さ
れる分子標
的マーキン
グならびに
細胞内単分
子蛍光計測
に成功し
た。本研究
で作成した
機能性ナノ
粒子は今
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値を一切使わ
ずにナノクラ
スター構造・
物性の予言可
能となったこ
とは化学合成
の手法に革命
的な影響を与
えることが予
測される。既
にいくつか
の、新たな物
質の創製にも
成功してい
る。
２．これまで
に作製したナ
ノクラスタ
ー、コーティ
ングナノ粒子
は新たな蛍光
マーカーとし
て生物・医療
分野での利用
が期待でき
る。
３．ナノサイ
ズでリアルタ
イムに細胞イ
メージングが
可能となった
ことから、今
後、細胞レベ
ルでの癌診
断、薬物動態
研究への応用
が期待され
る。癌手術に
不可欠なセン
チネルリンパ

スンに不可
欠なセンチ
ネルリンパ
節生検に蛍
光ナノ粒子
を用いた蛍
光検出法や
シリカコー
ティング
AgIビーズ
を用いたX
線検出法の
開発を行う
など、先端
医療の実現
に及ぼす影
響は大きい
ものと考え
られる。

後、医療の
低侵襲、テ
イラーメイ
ド化を推進
する上で、
社会に大き
な影響を与
えると考え
られる。わ
れわれは機
能性ナノ粒
子によるが
んの診断・
治療へ向け
て、当該ナ
ノメディシ
ン分野をリ
ードする研
究グループ
として発展
している。
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節生検に最適
なナノ粒子を
明らかにした
ことで新たな
機能性ナノ粒
子の開発に弾
みがつくと予
測される。

ナノテ
ク集積
型埋め
込み式
心室補
助装置

平
成
14-
16
年
度

110,700

東北大
学加齢
医学研
究所

山家智之

（ア）心不全
時の心臓マッ
サージによる
血行動態の改
善。（イ）ナ
ノテク集積型
心室補助装置
によって、有
効な血行動態
の補助が行わ
れ、完全埋め
込み型システ
ムを用いた慢
性実験では、
4例3ヶ月以上
の補助効果が
継続して得ら
れた。（ウ）
心臓を外部か
ら補助する完
全埋め込み型
システムを具
現化したもの
はこれまで内
外になく、欧
米の人工臓器
学会の雑誌に
も掲載され、
国内外から大
きな反響があ
った。

本研究の成
果を元に、
平成１６年
度より行わ
れてきた内
閣府におけ
るナノテク
部会などに
第３次科学
基本計画に
おける
四本柱のひ
とつである
ナノテクノ
ロジー・材
料の基本方
針を策定す
るディスカ
ッションに
おける基礎
資料を提供
するに至っ
た。

超高齢化社
会を迎え、
高齢心不全
患者の社会
復帰が求め
られる社会
となった。
重症心不全
では、補助
人工心臓か
心臓移植し
か救命の方
法論はあり
えないが、
移植提供心
臓は不足し
ており、補
助人工心臓
も血液との
親和性が問
題として示
唆されてい
る。

31 75 198 14 1 45
萌芽的先端
医療技術推
進研究
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バイオ
ナノ粒
子によ
る治療
用生体
高分子
デリバ
リーシ
ステム
の開発

平
成
14-
16
年
度

199,318 ジェノ
ミディ
ア株式
会社

小谷 均 （ア）先進国
において遺伝
子医薬など先
端バイオ医薬
用のデリバリ
ーシステムの
開発に成功し
ている研究機
関はなく、新
規デリバリー
システムが切
望されてい
た。
（イ）新規癌
免疫療法の臨
床応用に必要
な基礎データ
（薬効に関す
るデータ、安
全性に関する
データ）と、
治験薬を製造
する場合の確
認申請に必要
な、製造用材
料（マスター
バンク）の整
備を行う事が
出来た。
（ウ）研究成
果である新規
癌免疫療法に
より誘導され
る免疫は長期
継続型であ
り、従来の治
療法で課題と
なっていた持
続性の問題を

本研究は、
大学所有の
先端医薬品
シーズを、
大学発バイ
オベンチャ
ー企業が医
薬品レベル
まで開発を
行うという
スキームで
行われた。
本研究によ
る成果をも
とに、ジェ
ノミディア
では国内の
大手化学メ
ーカーと臨
床開発や事
業化に関す
る交渉を開
始してお
り、実際に
事業化に直
結する研究
成果を得る
ことが出来
た。
現在、先端
医薬品の開
発は、海外
の巨大製薬
メーカー主
導で進めら
れている
が、その導
入には多額
のライセン

本研究のよ
うに先端医
薬品の開発
に関して国
内技術をベ
ースで進め
ることが成
功すれば、
現在海外の
メーカーに
支払ってい
る医薬品特
許に対する
ロイヤルテ
イが不要に
なることか
ら、国民医
療費削減の
面で社会的
インパクト
は大きいと
考えられ
る。
また、本研
究成果であ
る新規癌免
疫療法技術
が実用化す
れば、３大
疾患の中で
心筋梗塞と
脳梗塞によ
る死亡者を
あわせた数
よりも、さ
らに死亡者
数が多い癌
に対して安
全性・有効

8 3 7 3 0 5 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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解決できる可
能性がある。
また、種々の
抗癌剤との併
用が有効であ
る事が明らか
となってお
り、安全で有
効性の高い癌
の新しい治療
法として期待
できる。更
に、確立した
標的化技術
は、他のデリ
バリーシステ
ムにも応用可
能であり、新
規のデリバリ
ー技術の開発
への展開も期
待できる。

ス料などを
支払い必要
がある。国
内での先端
医薬品開発
開発を促進
するために
は、本研究
のように国
内の研究機
関の持つ基
礎研究をシ
ーズにし
て、国内の
ベンチャー
企業が開発
を進めるシ
ステムを構
築する必要
がある。
本研究で得
られた成果
をもとに事
業化が進ん
でいること
は、国内で
の先端医薬
品開発にお
けるトラン
スレーショ
ナルリサー
チのモデル
になりうる
ケースであ
り重要な成
果である。

性の高い治
療技術にな
ると予測さ
れる。その
ため、特に
高齢化社会
における国
民のQOL向
上に貢献で
きると期待
している。
更に、遺伝
子医薬など
新規医薬品
開発に関し
て実用化を
進めるため
には、新し
い分野の医
薬品開発の
ためのガイ
ドライン作
りを規制当
局である厚
生労働省と
共に進める
必要があ
る。そのよ
うなプロセ
スにより規
制整備が進
めば、従来
は海外へ流
出していた
先端医薬品
開発が、国
内で進めら
れることに
なり、国内
で難治性疾
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患に苦しむ
患者さんに
対して、よ
り早い時期
に優れた医
薬品が供給
されると期
待される。

副作用
発現回
避を目
的とし
た代謝
物発現
プロフ
ァイル
及び薬
剤反応
性遺伝
子の解
析

平
成
14-
16
年
度

14,000
東北薬
科大学

平塚真弘

（ア）多くの
医薬品の代謝
に関与する
CYP3A4の発
現には著しい
個人差があ
る。（イ）抗
血小板薬シロ
スタゾールの
代謝にはRXR
やCYP2B6の
遺伝子多型が
関与すること
が示唆され
た。（ウ）シ
ロスタゾール
をモデル薬物
として体内動
態の個人差を
解析した例は
これまでにな
く、学会等で
注目された。

末梢血の
CYP3A4
mRNA定量
値は薬物動
態予測のサ
ロゲートマ
ーカーとし
て利用する
のは困難で
あることが
判明したこ
とについて
は、今後の
厚生労働研
究の方向性
に重要な示
唆を与える
ものとな
る。

シロスタゾ
ールの副作
用発現は薬
物血中濃度
や代謝物プ
ロファイル
解析、薬剤
反応性遺伝
子の解析だ
けでは予測
が困難であ
ることが明
らかになっ
た。

1 0 2 0 1 0
萌芽的先端
医療技術推
進研究

個々人
におけ
るモル
ヒネ作
用強度
のゲノ
ム解析
による

平
成
14-
16
年
度

14,500 財団法
人　東
京都医
学研究
機構　
東京都
精神医
学総合

池田和隆 （ア）モルヒ
ネ作用機序に
おいて、ミュ
ーオピオイド
受容体が中心
的役割を果た
すこと。モル
ヒネ感受性マ

本成果を元
に、ファー
マコゲノミ
クス研究分
野での新規
のより大き
な研究班が

本研究の成
果を元に特
許を出願し
ており、鎮
痛薬感受性
個人差を予
測する方法
の開発で世

11 20 109 2 1 9 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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予測に
関する
研究

研究所
分子精
神医学
研究部
門

ウス系統差の
遺伝子メカニ
ズムとして、
ミューオピオ
イド受容体遺
伝子３’非翻訳
領域の差異が
あること。
（イ）ミュー
オピオイド受
容体遺伝子多
型を１００以
上同定。これ
らの多型と薬
剤感受性との
相関を一部解
明。検査キッ
ト開発の準
備。
（ウ）本研究
で明らかにし
たモルヒネ作
用強度個人差
の遺伝子メカ
ニズムは、
種々の学術雑
誌に掲載さ
れ、Trend
Pharmacol
Sciから総説
執筆依頼があ
るなど、国内
外から注目さ
れている。

組織され
た。

界をリード
している。

プライ
マリー
ヒト
肝・腎
細胞を

平
成
14-
16

212,932 自治医
科大学

藤村　昭夫 （ア）トキシ
コゲノミクス
研究の対象と
して実験動物
または、海外

　同様のプ
ロジェクト
が先行する
米国におい
ても、トキ

　トキシコ
ゲノミック
ス研究分野
では日本人
組織の利用

12 25 6 6 3 4 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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用いた
薬剤曝
露、遺
伝子発
現に関
する研
究

年
度

ヒト組織に限
られている
（イ）日本人
組織を用いた
トキシコゲノ
ミクス研究の
基盤が確立
し、さらに日
本人組織を用
いた遺伝子発
現データが20
の薬物につい
て明らかとな
った。
（ウ）本研究
成果の一つで
ある解析手法
がGenome
Informatics
誌・
Experimental
Hematology
誌に掲載さ
れ、国外から
の反響があっ
た。

シコゲノミ
クス研究の
レギュレー
ションへの
応用は未だ
なされてお
らず、本研
究分野は萌
芽的研究分
野といえ
る。
　本成果の
Genome
Informatics
誌上におけ
る公開内容
は広く遺伝
子発現研究
に応用され
ている。
　本研究に
関してFDA
CBERディ
ビジョンデ
ィレクター
のRaj K
Puri博士よ
りコンタク
トがあっ
た。

に関して唯
一の体系的
情報を有し
ており、
我々が当該
分野をリー
ドする形で
発展してい
る。

シング
ルセル
発現プ
ロフィ
ール解
析の毒
性評価
への応
用

平
成
14-
16
年
度

150,000 京都大
学大学
院薬学
研究科

杉本幸彦 ア）微量組織
でのトキシコ
ゲノミクス解
析は、困難で
一般的でなか
った。（イ）
迅速・簡便な
微量組織トキ
シコゲノミク

本成果は、
任意の標的
細胞（組
織）の毒性
を分子発現
レベルから
迅速・簡
便・高再現
性に評価で

迅速・簡便
に任意の標
的細胞（組
織）の発現
プロフィー
ルを調べる
ことのでき
る本法は、
産業化やプ

18 37 65 2 3 2 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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ス解析法を確
立し、これを
実践した。例
えばアスピリ
ン様薬物の消
化管に対する
毒性に関し
て、粘膜上皮
のみを用いた
解析が大腸全
臓器を用いた
場合よりも早
期にかつ高感
度に毒性検出
できることを
示した。
（ウ）本法を
用いた解析例
は、Nature姉
妹紙等の雑誌
に掲載され、
国内外から大
きな反響があ
った。

きるもの
で、毒性の
早期評価や
安全性確保
におけるス
タンダード
技法として
使用でき
る。実際、
本法は日経
産業新聞
(2004年2
月23日)に
掲載され、
国内外から
大きな反響
を得た。ま
た国内外の
製薬会社と
技術提携に
向けて交渉
中である。

ロトコル刊
行への動き
があり、我
が国のみな
らず世界の
当該分野を
リードする
形に発展し
ている。

医薬品
等の毒
性試験
に用い
るスト
レス遺
伝子チ
ップの
開発

平
成
14-
16
年
度

14,500 熊本大
学大学
院医学
薬学研
究部

水島　徹 ァ　ストレス
により誘導さ
れるストレス
遺伝子が多数
存在すること
イ　それらス
トレス遺伝子
を網羅したス
トレス遺伝子
チップを開発
した。そのス
トレス遺伝子
チップを用い
て、NSAIDs
により誘導さ

本研究で開
発されたス
トレス遺伝
子を用い
て、イレッ
サなどその
副作用が問
題になって
いる医薬品
の解析を行
うことよ
り、その副
作用機構の
解明が期待
できる。

本研究が基
に、副作用
のNSAIDs
を開発する
ことは、こ
の副作用で
苦しんでい
る多くの患
者さんを救
うことが出
来る。

2 2 12 4 0 3 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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れるストレス
遺伝子を解析
した
ウ　本研究に
より、
NSAIDsが小
胞体ストレス
応答を介し
て、細胞を傷
害しているこ
とが分かっ
た。

ヒト肝
細胞キ
メラマ
ウスを
用いた
医薬品
の動態
および
安全性
予測シ
ステム
の構築

平
成
14-
16
年
度

233,220 金沢大
学薬学
部

横井毅 （ア）分担研
究者である広
島大学の吉里
研究室で、ヒ
ト肝細胞キメ
ラマウスの作
製に成功し
た。このキメ
ラマウスを創
薬研究に活か
すためのデー
ターを得るこ
とが本プロジ
ェクトの目的
であった。
（イ）ヒト肝
細胞キメラマ
ウスは、ヒト
の遺伝子を持
ち、増殖さ
せ、ヒトと同
様の酵素学的
機能を有する
ことが明らか
になった。さ
らに、ヒトに
外挿する新薬

　本プロジ
ェクトにお
いて、ヒト
肝細胞キメ
ラマウス
を、創薬研
究のとくに
動態および
毒性学の研
究に活用で
きるように
するための
基礎的検討
を完了する
ことができ
た。さら
に、我が国
の主要な製
薬メーカー
７社の研究
者等と一緒
に研究をす
ることがで
き、このヒ
ト肝細胞キ
メラマウス
を我が国発

　(1) この
研究が開始
された直後
から、創薬
研究への応
用研究が、
このヒト肝
細胞キメラ
マウスでは
全く行って
いない段階
にもかかわ
らず、多く
の製薬メー
カーでこの
マウスの使
用希望が多
かった。し
たがって、
当初の予定
どおり、創
薬研究に実
際に役立て
てもらうた
めの予備的
な検討を行
うために、

7 5 23 0 2 　 萌芽的先端
医療技術推
進研究
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の開発データ
ーを得ること
ができるマウ
スであること
を証明する多
くの知見をえ
ることができ
た。（ウ）本
マウスは、世
界に例のない
ものであり、
創薬研究の
様々な場面で
活用できるこ
とを示す多く
の学会発表を
行った。特に
海外での発表
には大きな反
響が得られ
た。さらに、
我が国の主要
製薬メーカー
７社と研究会
をつくり、
様々な研究を
実施すること
ができた。

の新技術と
して、創薬
研究に活か
すための研
究を推進す
ることがで
きた。また
このキメラ
マウスを用
いた受託研
究を行う会
社が本年春
から本格的
にスタート
された。以
上より、本
プロジェク
トは、我が
国における
創薬研究を
推進するた
めの我が国
発の新たな
手法として
確立するこ
とができ
た。

ヒト肝細胞
キメラマウ
ス研究会を
立ち上げ
て、本プロ
ジェクトか
らキメラマ
ウスを供給
し、
disucussion
を練り、
個々の研究
１１プロジ
ェクトにつ
いて研究協
力を頂い
た。実際の
研究は広島
または金沢
で実施し
た。７メー
カー（武田
薬品工業
(株)開発研
究センタ
ー、山之内
製薬(株)代
謝研究所、
三共(株)薬
物動態研究
所、(株)大
塚製薬工場
栄養研究
所、第一製
薬(株)創剤
代謝研究
所、ファイ
ザー(株)薬
物動態力学
研究部、エ
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ーザイ(株)
薬理安全性
研究所）と
２大学（東
京大学大学
院薬学研究
科杉山雄一
研、東京理
解大学薬学
部玉井郁巳
研）が加わ
り、多彩な
研究を推進
することが
できた。現
在、多くの
研究がまと
めの段階に
あるため
に、学会報
告や論文の
数はあまり
多くないも
のの、今後
１年以内に
多くの発表
を行うこと
ができる予
定である。
また、現状
では、論文
は投稿中や
投稿準備中
のものが多
いのもこた
めである。
以上のよう
に、本プロ
ジェクトで
は、ヒト肝
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細胞キメラ
マウスの創
薬研究に直
結した検討
を十分に実
施すること
ができた。
さらに、
（２）本年
４月から、
ベンチャー
会社であ
る、(株)フ
ェニックス
バイオが、
ヒト肝細胞
キメラマウ
スを用いた
薬物動態お
よび安全性
研究の受託
試験を開始
した。この
会社は、昨
年度大学発
の最優秀ベ
ンチャー会
社として、
日経から表
彰をされ、
多くの学会
や記事で取
り上げられ
ている。ヒ
ト肝細胞キ
メラマウス
は、プロジ
ェクトが終
了した現
在、すでに

2024/12/10 14:05 厚生労働省：第２５回厚生科学審議会科学技術部会の資料について

https://www.mhlw.go.jp/shingi/2005/06/s0623-6/03f-01.html 74/75



創薬研究の
現場に直結
した利用が
推進されて
いる。以上
の２点を、
施策の反映
件数とし
て、２とし
た。

トップへ

戻る  次へ
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